
第 62 回全日本剣道選手権大会

優勝＝竹ノ内佑也四段　閉会式後、恩師と家族に囲まれて
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最優秀演武賞＝福家健司・麻田育弘（東京）

1 月刊「武道」　2014．12



第
62
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

最
年
少
優
勝

　

平
成
26
年
、
第
62
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
は
、
11
月
３
日
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
64
名
の
選
手
が
出
場
し
、
剣
道

日
本
一
を
争
っ
た
。

　

決
勝
は
、
竹
ノ
内
佑
也
四
段
（
福
岡
・
筑
波
大
）
と
國
友
鍊
太
朗
四

段
（
福
岡
・
福
岡
県
警
）
の
初
出
場
同
士
が
対
戦
。
竹
ノ
内
は
國
友
か

ら
面
二
本
を
奪
い
天
皇
盃
を
手
に
し
た
。
21
歳
５
カ
月
で
の
優
勝
は
最

年
少
優
勝
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
に
な
り
、
学
生
で
の
日
本
一
は
、
昭

和
46
年
の
川
添
哲
夫
以
来
43
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

ニュース
グラビア

竹
ノ
内
佑
也
が

優勝＝竹ノ内佑也四段



一回戦＝竹ノ内（左）対鈴木

決勝＝竹ノ内（左）対國友

――竹ノ内佑也、優勝までの対戦相手――

一回戦　鈴木　次彦（岩手・岩手県警・34 歳）

二回戦　川井　良介（茨城・筑波大大学院・23 歳）

三回戦　笠原　孝輔（三重・三重県警・31 歳）

準々決勝　西村　　健（兵庫・兵庫県警・32 歳）

準決勝　畠中　宏輔（東京・警視庁・27 歳）

決　勝　國友鍊太朗（福岡・福岡県警・24 歳）

若い剣士の快進撃
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第
62
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会

史
上
最
年
少
、
学
生
日
本
一
、
初
出
場
初
優
勝

竹
ノ
内
が
記
録
づ
く
し
の
優
勝 恩師・家族・筑波大学関係者と共に
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大
会
の
出
場
選
手
資
格
は
、
段
位
の
制

限
は
な
し
で
、
満
20
歳
以
上
。
試
合
は
、

１
回
戦
か
ら
３
回
戦
ま
で
は
５
分
間
、
４

回
戦
か
ら
は
10
分
間
の
三
本
勝
負
。
時
間

内
に
決
し
な
い
場
合
は
、
時
間
無
制
限
の

一
本
勝
負
の
延
長
戦
に
よ
っ
て
争
わ
れ

た
。

◇
第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク

（
１
回
戦
〜
準
々
決
勝
）

　

第
１
ブ
ロ
ッ
ク
、
前
回
３
位
の
正
代
正

博（
警
視
庁
）は
、２
回
戦
で
笠
原
孝
輔（
三

重
県
警
）
と
対
戦
し
、
延
長
の
末
、
面
を

奪
わ
れ
敗
退
。
来
年
５
月
の
世
界
大
会
に

向
け
た
強
化
選
手
の
一
員
で
あ
る
竹
ノ
内

佑
也
（
筑
波
大
）
は
、
３
回
戦
で
笠
原
と

対
戦
。
延
長
開
始
直
後
、
笠
原
が
面
に
打

っ
て
出
た
と
こ
ろ
を
竹
ノ
内
が
胴
を
決
め

一
本
勝
。
準
々
決
勝
で
は
西
村
健
（
兵
庫

県
警
）か
ら
面
を
奪
っ
た
竹
ノ
内（
写
真
・

左
）
が
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
、
全
国
警
察
大
会
の
個

人
戦
を
制
覇
し
た
畠
中
宏
輔
（
警
視
庁
）

は
、
３
回
戦
ま
で
全
て
の
試
合
を
延
長
の

末
、
勝
利
し
て
き
た
。
も
う
一
つ
の
山
か

ら
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
中
野
貴
裕
（
京

都
府
警
）。
中
野
は
、
１
回
戦
で
前
回
２

位
の
小
谷
明
德
（
千
葉
県
警
）
と
26
分
間

の
激
闘
を
制
し
た
。
準
々
決
勝
、
中
野
が

打
ち
に
出
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
畠
中

の
力
強
い
諸
手
突
が
決
ま
り
（
写
真
・

左
）、
畠
中
が
準
決
勝
へ
。

　

第
62
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
連
盟
）
は
11
月
３
日
、
日

本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
の
都
道
府
県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
64
名
の
剣
士
が
出

場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
り
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
竹
ノ
内
佑
也
四
段
（
福
岡
・
筑
波
大
）
と
國
友
鍊
太
朗
四
段
（
福
岡
・
福

岡
県
警
）
の
初
出
場
同
士
の
対
戦
と
な
っ
た
。
竹
ノ
内
は
國
友
か
ら
面
二
本
を
奪
い
、

天
皇
盃
を
手
に
し
た
。
21
歳
５
カ
月
で
の
優
勝
は
、
昭
和
35
年
第
８
回
大
会
、
桑
原
哲

明
の
21
歳
９
カ
月
を
54
年
ぶ
り
に
更
新
す
る
最
年
少
優
勝
記
録
。
学
生
日
本
一
は
、
昭

和
46
年
川
添
哲
夫
（
国
士
舘
大
）
以
来
43
年
ぶ
り
の
快
挙
。
ま
た
、初
出
場
・
初
優
勝
は
、

平
成
２
年
の
宮
崎
正
裕
以
来
24
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

　

連
覇
を
目
指
す
内
村
良
一
錬
士
六
段
（
東
京
・
警
視
庁
）
は
、竹
下
洋
平
四
段
（
大
分
・

大
分
県
警
）
に
敗
れ
、
３
回
戦
で
姿
を
消
し
た
。

開会式

開場を楽しみに待つ剣道愛好者

来年の世界剣道大会の記念グッズも販売
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◇
第
３
・
４
ブ
ロ
ッ
ク

（
１
回
戦
〜
準
々
決
勝
）

　

第
３
ブ
ロ
ッ
ク
、
前
回
優
勝
の
内
村
良

一（
警
視
庁
）は
、３
回
戦
で
竹
下
洋
平（
大

分
県
警
）
に
小
手
を
奪
わ
れ
敗
退
。
網
代

忠
勝
（
兵
庫
県
警
）
は
、
３
回
戦
で
初
出

場
の
國
友
鍊
太
朗
（
福
岡
県
警
）
に
胴
を

決
め
ら
れ
一
本
負
。
ベ
テ
ラ
ン
勢
が
姿
を

消
し
た
準
々
決
勝
は
、
國
友
対
竹
下
の
若

手
同
士
の
戦
い
と
な
っ
た
。
ス
ピ
ー
ド
感

あ
る
技
の
攻
防
で
も
決
着
が
つ
か
ず
延
長

戦
へ
。
最
後
は
、
國
友
の
思
い
切
っ
た
面

が
決
ま
り
（
写
真
・
左
）、
國
友
が
準
決

勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

第
４
ブ
ロ
ッ
ク
、
前
回
３
位
の
安
藤

翔
（
北
海
道
警
）
は
、
１
回
戦
で
坂
田
千

明
（
宮
崎
県
警
）
に
面
を
奪
わ
れ
敗
退
。

そ
の
坂
田
を
破
り
、
準
々
決
勝
へ
進
ん
だ

の
は
、
本
大
会
４
回
目
出
場
の
高
橋
秀
人

（
警
視
庁
）。
も
う
一
つ
の
山
を
勝
ち
抜
い

た
の
は
、
強
化
選
手
の
西
村
英
久
（
熊
本

県
警
）。
準
々
決
勝
、
高
橋
の
「
竹
刀
落

し
」
反
則
２
回
に
よ
り
、
西
村
が
一
本
を

先
取
。そ
の
後
、高
橋
は
小
手
を
返
す
が
、

最
後
は
西
村
の
出
端
面
が
決
ま
り
（
写

真
・
左
）、西
村
が
ベ
ス
ト
４
へ
進
出
し
た
。

実
業
団
か
ら
は
２
名
の
剣
士
が
出
場
。
写
真
上
・
橋
本
桂
一
選
手
（
埼
玉
・
伊
田
テ
ク
ノ
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
下
・
三
雲
悠
佑
選
手
（
滋
賀
・
東
レ
）

11 回目の出場を果した米屋勇一選手（埼玉県警）
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◇
準
決
勝

竹
ノ
内
佑
也　

ド
メ
―　
　
　

畠
中
宏
輔

　

試
合
開
始
16
秒
、
畠
中
の
跳
込
み
面
に

対
し
、
竹
ノ
内
は
狙
い
澄
ま
し
た
か
の
よ

う
に
、
面
返
し
胴
を
決
め
一
本
を
先
取
。

二
本
目
は
、
竹
ノ
内
の
手
元
が
上
が
っ
た

と
こ
ろ
を
、
畠
中
の
鋭
い
小
手
が
打
ち
込

ま
れ
た
が
、
竹
ノ
内
は
、
畠
中
の
ス
ピ
ー

ド
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
小
手
を
返
し
て

面
を
決
め
、
初
優
勝
に
王
手
を
か
け
た
。

◇
準
決
勝

國
友
鍊
太
朗　

メ
―　
　

西
村
英
久

　

初
出
場
同
士
の
戦
い
。
お
互
い
手
元
を

崩
し
て
防
御
姿
勢
に
な
る
こ
と
が
少
な

く
、
構
え
を
崩
さ
ず
一
足
一
刀
の
間
合
い

を
保
ち
つ
つ
、
剣
先
で
の
攻
防
が
続
く
。

５
分
過
ぎ
、
西
村
が
竹
刀
を
担
ぎ
、
面
に

打
ち
込
む
が
決
ま
ら
な
い
。
國
友
は
剣
先

で
中
心
を
攻
め
、
西
村
の
手
元
を
浮
か
せ

た
と
こ
ろ
を
、
鋭
く
小
手
に
打
ち
込
む
も

決
ま
ら
な
い
。
勝
負
は
延
長
戦
へ
持
ち
込

さ
れ
た
。
開
始
３
分
過
ぎ
、
先
に
手
元
が

動
い
た
の
は
西
村
。
西
村
の
片
手
突
き

は
、
國
友
の
喉
元
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
ず
、
剣
先
が
流
れ
た
。
國
友
は
西
村
の

突
き
と
同
時
に
面
に
打
ち
込
み
一
本
。
延

長
戦
を
制
し
た
國
友
が
決
勝
戦
へ
進
出
し

た
。

準決勝＝竹ノ内（右）が胴を決める

準決勝＝國友（左）が面を決める
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◇
決
勝

竹
ノ
内
佑
也　

メ
メ
―　
　

國
友
鍊
太
朗

　

初
出
場
の
両
者
は
、
福
岡
県
予
選
で
も

剣
を
交
え
、
互
い
に
手
の
内
を
知
っ
て
い

る
。
國
友
は
、
先
に
間
合
い
を
詰
め
て
前

に
出
て
く
る
竹
ノ
内
に
合
わ
せ
て
技
を
出

す
。
６
分
過
ぎ
、
竹
ノ
内
は
間
合
い
を
詰

め
、小
手
・
面
と
し
っ
か
り
打
ち
切
っ
た
。

國
友
は
、
竹
ノ
内
の
小
手
で
居
つ
い
て
し

ま
い
（
写
真
・
上
）、
面
も
打
た
れ
て
し

ま
う
（
写
真
・
下
）。
こ
の
面
が
一
本
と

な
り
、
竹
ノ
内
が
先
制
す
る
。
一
本
取
ら

れ
た
後
の
國
友
は
、
竹
ノ
内
よ
り
先
に
間

合
い
を
詰
め
て
攻
め
る
よ
う
に
な
る
。
竹

ノ
内
は
、
間
合
い
を
詰
め
ら
れ
た
こ
と
を

嫌
い
、
大
幅
に
後
ろ
に
さ
が
っ
た
。
す
か

さ
ず
國
友
は
、
間
合
い
を
詰
め
、
打
ち
に

出
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
を
竹
ノ
内
は
、
國

友
の
竹
刀
を
剣
先
で
抑
え
、
跳
込
み
面
を

放
ち
、
勝
負
を
決
め
た
。
最
後
ま
で
攻
め

続
け
た
竹
ノ
内
佑
也
が
初
出
場
・
初
優
勝

を
成
し
遂
げ
た
。

決勝＝竹ノ内（右）が小手を打つ

決勝＝竹ノ内（右）の面が決まる

竹
ノ
内
が
面
二
本
を
決
め
る
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【
選
手
コ
メ
ン
ト
】

▽
準
優
勝
＝
國
友
鍊
太
朗
選
手（
福
岡
県
警
）

「
子
供
の
頃
か
ら
選
手
権
大
会
に
は
出
場

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ

か
自
分
が
こ
ん
な
上
ま
で
あ
が
っ
て
こ
ら

れ
る
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
精

一
杯
戦
お
う
と
思
い
ま
し
た
。
初
戦
は
緊

張
し
ま
し
た
が
、
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
自

分
の
剣
道
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
い
つ

も
居
つ
い
た
と
こ
ろ
を
打
た
れ
て
し
ま
う

の
で
、
そ
れ
だ
け
を
気
を
付
け
て
い
た
の

で
す
が
、
最
後
は
居
つ
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
こ
れ
か
ら
頑
張
り
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
畠
中
宏
輔
選
手
（
警
視
庁
）

「
前
回
出
場
し
た
と
き
も
準
決
勝
で
負
け

て
し
ま
い
３
位
で
し
た
の
で
、
一
つ
上
を

と
思
っ
た
の
で
す
が
、
し
ょ
う
が
な
い
で

す
。
竹
ノ
内
選
手
は
、
学
生
な
の
に
正
統

派
の
し
っ
か
り
し
た
剣
道
を
し
て
い
ま
す

ね
。
打
た
れ
た
と
こ
ろ
は
、
自
分
な
り
に

反
省
し
て
い
ま
す
。
一
本
目
は
、
相
手
に

引
き
出
さ
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
先
制

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
動
揺
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
今
年
は
全
国
警
察
剣
道
大
会

の
個
人
戦
で
優
勝
で
き
た
の
で
、
も
う
ひ

と
踏
ん
張
り
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
一
か
ら
や
り
直
し
て
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
」

▽
第
３
位
＝
西
村
英
久
選
手（
熊
本
県
警
）

「
最
後
は
悔
し
か
っ
た
で
す
け
ど
、
こ
こ

ま
で
こ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
楽
し
い
選
手

権
大
会
で
し
た
。
勝
ち
上
が
っ
て
こ
ら
れ

た
の
は
、た
ま
た
ま
で
す
。
胸
張
っ
て『
勝

ち
ま
し
た
』
と
い
う
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
全
日
本
の
合
宿
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
経
験
を
、
活
か
せ
た
こ
と
が

よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
方

か
ら
選
手
権
大
会
は
、
緊
張
す
る
か
ら
と

「
選
手
権
大
会
を
優
勝
し
た
と
い
う
実

感
が
全
然
わ
か
な
い
と
い
う
か
、
ど
う
し

て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
で
す
。
選
手
権

大
会
は
、
テ
レ
ビ
で
見
て
い
る
だ
け
の
大

会
で
し
た
」「
今
日
の
試
合
で
は
相
手
に

攻
め
ら
れ
て
も
、
下
が
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
攻
め
が
効
い
て
い
た
と
思
い
ま
す
」
と

い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

大
き
な
試
合
で
も
緊
張
し
な
い
と
い

う
。

 
「
ほ
と
ん
ど
緊
張
し
ま
せ
ん
が
、
今
日
の

１
試
合
目
は
緊
張
し
て
、
足
が
固
ま
り
ま

し
た
。
終
わ
っ
て
み
れ
ば
調
子
が
よ
か
っ

た
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
試
合
が
長
引
い

た
ら
、
足
が
重
く
な
っ
た
り
し
ま
し
た
。

体
力
面
は
ま
だ
ま
だ
で
す
」

　

昨
年
の
春
か
ら
世
界
剣
道
大
会
へ
向
け

た
全
日
本
の
強
化
合
宿
に
参
加
し
て
い

る
。

 

「
合
宿
で
は
、
普
段
と
は
違
う
稽
古
内
容

か
ら
い
ろ
い
ろ
と
学
び
、
吸
収
し
て
い
ま

す
。
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
今
日
は
全

て
出
せ
た
と
思
い
ま
す
」

　

来
年
５
月
の
世
界
剣
道
大
会
の
選
手
に

選
ん
で
ほ
し
い
と
言
っ
た
後
、「
で
も
、

世
界
で
戦
う
に
は
も
っ
と
力
を
付
け
な
い

と
い
け
な
い
で
す
」
と
力
強
く
決
意
を
語

っ
た
。

　

宮
崎
県
富
岡
町
（
現
宮
崎
市
）
出
身
。

３
歳
の
と
き
か
ら
竹
刀
を
握
り
、
自
宅
近

く
の
高
岡
錬
士
館
道
場
に
通
っ
た
。
父
親

は
道
場
の
指
導
員
を
し
て
い
た
。
強
い
気

持
ち
で
戦
う
原
点
は
「
小
学
生
の
頃
か
ら

で
す
。
負
け
ず
嫌
い
で
し
た
」

　

中
学
３
年
生
の
時
、
日
本
武
道
館
で
開

催
さ
れ
た
全
日
本
選
抜
少
年
剣
道
個
人
錬

成
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
。
今
回
の
優
勝

は
、
そ
の
時
以
来
の
個
人
戦
日
本
一
で
あ

る
。

「
高
校
、
大
学
で
も
、
個
人
戦
で
日
本
一

の
タ
イ
ト
ル
は
取
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
嬉
し
い
で
す
」

　

高
校
は
、
剣
道
の
強
豪
校
、
福
岡
県
の

福
岡
大
学
附
属
大
濠
高
校
へ
進
学
。

「
恩
師
の
黒
木
貞
光
監
督
と
同
郷
と
い
う

こ
と
も
あ
り
進
学
し
ま
し
た
」

　

優
勝
し
た
今
の
気
持
ち
を
聞
く
と
、

◉
優
勝
＝
竹
ノ
内
佑
也
四
段

（
筑
波
大
３
年
）
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言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
ん
な
に
緊

張
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
雰
囲
気
に
ど
れ
だ

け
慣
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
ま
し

た
。
全
日
本
の
試
合
だ
か
ら
と
い
う
こ
と

を
強
く
意
識
し
な
い
で
、
い
ま
ま
で
の
稽

古
で
学
ん
で
き
た
も
の
を
出
せ
る
よ
う
意

識
し
ま
し
た
。
来
年
は
優
勝
を
狙
い
た
い

で
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
西
村
健
選
手（
兵
庫
県
警
）

「
今
日
の
結
果
に
は
満
足
し
て
い
ま
せ

ん
。
竹
ノ
内
選
手
と
は
合
宿
で
何
度
か
稽

古
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

竹
ノ
内
選
手
は
別
格
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

同
じ
と
こ
ろ
を
何
回
も
打
た
れ
て
い
た
の

に
、
結
局
そ
こ
を
打
た
れ
て
し
ま
っ
た
と

い
う
の
が
反
省
点
で
す
。
逃
げ
た
小
手
を

打
っ
て
そ
こ
を
返
さ
れ
ま
し
た
。
竹
ノ
内

選
手
の
上う

手ま

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

過
去
２
回
と
も
２
回
戦
で
敗
退
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
は
ベ
ス
ト
８
ま
で
残
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も
出
場
し

て
、
上
位
を
目
指
し
ま
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
中
野
貴
裕
選
手
（
京
都
府
警
）

「
２
０
１
２
年
の
イ
タ
リ
ア
世
界
大
会
の

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
な
が
ら
、
大
会
直
前

に
大
怪
我
を
し
て
し
ま
い
、
２
年
７
か
月

の
間
、
大
会
に
出
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
方
に
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
い

た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
恩
返
し
が
で
き

れ
ば
と
い
う
思
い
で
出
場
し
た
大
会
で
し

た
。

　

今
日
着
け
て
い
る
こ
の
胴
は
、
世
界
大

会
が
終
わ
っ
た
後
、
大
阪
の
木
和
田
さ
ん

が
、
日
本
代
表
の
胴
を
わ
ざ
わ
ざ
京
都
ま

で
持
っ
て
来
て
く
れ
て
、『
こ
の
胴
は
お

前
の
も
の
だ
』
と
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
胴
を
付
け
て
も
う
一
度
、
檜
舞
台
に

上
が
る
ん
だ
と
い
う
思
い
を
胸
に
リ
ハ
ビ

リ
に
励
み
ま
し
た
。
京
都
府
を
代
表
し
て

出
場
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
怪
我
を
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、
自
分
自
身
に
甘
え

る
こ
と
な
く
、
一
戦
一
戦
、
勝
負
す
る
と

い
う
つ
も
り
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
」　

▽
ベ
ス
ト
８
＝
竹
下
洋
平
選
手
（
大
分
県
警
）

「
も
う
少
し
上
位
に
い
き
た
か
っ
た
で
す

が
、
自
分
の
よ
い
と
こ
ろ
は
出
せ
た
の

で
、
今
日
の
剣
道
に
は
満
足
し
て
い
ま

す
。
内
村
さ
ん
と
の
試
合
は
、
先
輩
に
胸

を
借
り
る
つ
も
り
で
一
生
懸
命
掛
か
っ
て

い
き
ま
し
た
。
会
場
が
ざ
わ
め
く
ま
で
一

本
取
っ
た
の
が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
は
、
打
ち
に
出
よ
う
か
と
迷
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
打
た
れ
ま
し
た
。
一
瞬
の
隙

を
つ
か
れ
ま
し
た
。
悔
し
い
気
持
ち
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
た
来
年
頑
張
り
ま
す
」

▽
ベ
ス
ト
８
＝
高
橋
秀
人
選
手（
警
視
庁
）

「
自
分
の
弱
い
と
こ
ろ
が
出
ま
し
た
。
悔

し
い
で
す
。
で
も
、
今
大
会
は
自
分
の
持

っ
て
い
る
力
を
出
せ
た
の
で
は
な
い
の
か

と
思
い
ま
す
。
結
果
が
出
な
い
の
が
不
甲

斐
な
い
で
す
。。
若
い
選
手
も
力
を
付
け

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
来
年
は
ど
う
な
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
挑
戦
で
き
る
限
り

頑
張
り
ま
す
」

▽
11
回
目
の
出
場
＝

米
屋
勇
一
選
手
（
埼
玉
県
警
）

「
変
な
緊
張
も
な
く
、
固
く
な
ら
ず
、
昨

年
ま
で
と
は
違
っ
た
全
日
本
選
手
権
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
に
勝
っ
た
森
選
手

は
、
大
学
４
年
の
時
の
同
部
屋
の
１
年
生

で
し
た
。
一
番
可
愛
が
っ
て
い
た
後
輩
な

の
で
、
彼
と
は
最
初
か
ら
や
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
負
け
た
こ
と
に
対
し
て

は
悔
し
い
で
す
け
ど
、
す
っ
き
り
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
若
い
人
を
育
て
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
森
選
手
と
試

合
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

▽
前
年
度
優
勝
者
＝

内
村
良
一
選
手
（
警
視
庁
）

「
力
不
足
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
稽
古
が
足

り
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
足
り
な
い
と
こ

ろ
が
分
か
っ
た
の
で
、
ま
た
明
日
か
ら
頑

張
り
ま
す
」

▽
大
学
で
竹
ノ
内
選
手
を
指
導
＝

鍋
山
隆
弘
・
筑
波
大
学
男
子
剣
道
部
監
督

「
竹
ノ
内
君
は
、
勝
負
勘
が
す
ご
く
長た

け

て
い
て
、
な
か
な
か
自
分
の
心
が
乱
れ
な
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第62回　全日本剣道選手権大会

優
勝
・
竹
ノ
内
佑
也
（
福
岡
）

長尾　進治（山　梨）２　四段
木村　友哉（新　潟）３　五段
草彅　大心（秋　田）２　五段
内村　良一（東　京）９　錬六
小山　秀弥（長　野）３　五段
藤岡　弘径（和歌山）２　四段
竹下　洋平（大　分）２　四段
小磯　仁徳（茨　城）４　錬六
國友鍊太朗（福　岡）１　四段
齋藤　弘樹（千　葉）１　五段
小林　桂祐（広　島）１　五段
津田剣太郎（愛　知）２　錬六
山本　義征（徳　島）１　四段
松本　勝範（神奈川）２　六段
渡部　雄大（山　形）３　六段
網代　忠勝（兵　庫）６　錬六
坂田　千明（宮　崎）１　錬六
安藤　　翔（北海道）３　四段
嶋田　貴文（埼　玉）３　五段
山田　侑希（奈　良）１　四段
高橋　秀人（東　京）４　錬六
上登　喜文（石　川）１　五段
浅田　光貴（鳥　取）１　四段
鎌村　直也（愛　媛）２　六段
西村　英久（熊　本）１　五段
白石　賢史（栃　木）４　錬六
古川　耕輔（大　阪）４　錬六
古畑　健吾（青　森）２　五段
塩谷　匡彬（静　岡）１　四段
三雲　悠佑（滋　賀）２　四段
西　　裕幸（鹿児島）４　五段
下野　裕樹（群　馬）１　四段

出場
回数

五段　９　（福　島）原田　賢治
錬六　３　（埼　玉）橋本　桂一
五段　３　（静　岡）白鳥　圭祐
五段　１　（佐　賀）高取　泰斗
五段　２　（千　葉）伊丹　健二
五段　２　（富　山）寺島　光紀
六段　３　（兵　庫）西村　　健
六段　１　（山　口）松原　弘毅
錬六　３　（岩　手）鈴木　次彦
四段　１　（福　岡）竹ノ内佑也
四段　１　（茨　城）川井　良介
錬六　１　（大　阪）友井浩一朗
五段　１　（沖　縄）上江洌貴大
五段　２　（東　京）正代　正博
錬六　３　（香　川）小川　和也
五段　２　（三　重）笠原　孝輔
四段　１　（宮　城）伊藤　　稔
錬六　６　（福　岡）森　　祐輔
六段　１　（大　阪）前田　量平
錬七　11　（埼　玉）米屋　勇一
五段　３　（東　京）畠中　宏輔
五段　１　（岡　山）鴨崎　弘治
六段　１　（愛　知）薗　　豪
四段　１　（高　知）中澤　公貴
五段　１　（北海道）地白　允大
錬六　１　（岐　阜）梅村　明宏
五段　６　（千　葉）小谷　明德
錬六　３　（京　都）中野　貴裕
五段　１　（島　根）上田　大吾
錬六　２　（長　崎）松尾　太一
錬七　３　（神奈川）北条　忠臣
五段　２　（福　井）前田　浩由

段位 氏　名選出県 出場
回数 段位氏　名 選出県

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

メ

メ

ココ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ

メ
メ

メ

メ

コ

コ

コ

コ

コ

コ
コ

コ

コ
コ

コ

コ

コ

コ
コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ
ド

ド

ド

ツ

ド

ド

ツ

ツド メ

ド メ

メ

ド メ

メ メ

反 メ

メ コ

メ メ

メ メ

メ

メ メ

メ

コ

メ ド

ココ ココ

コ

メ コ

い
と
い
う
と
こ
ろ
が
さ
す
が
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
予
想
外
で
し

た
。
腹
を
据
え
て
戦
っ
た
の
が
い
い
結
果

に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
剣
道

が
強
い
だ
け
で
は
な
く
、
剣
道
界
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
的
人
材

に
育
て
て
い
き
た
い
で
す
」

日本剣道形
打太刀・宮川英俊範士、仕太刀・作道正夫範士

少年剣道指導
木刀による剣道基本技稽古法（調布市剣道連盟）
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した

本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）
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い
る
。
小
学
生
の
組
・
団
体
演
武
や
男
女

の
運
用
法
（
防
具
を
着
け
た
攻
防
）
の
ほ

か
、「
親
子
の
部
」「
夫
婦
の
部
」「
障
害

者
の
部
」
と
い
っ
た
年
齢
や
性
別
、
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
越
え
た
演
武
が
行
わ
れ

た
。
発
表
の
部
で
は
、
す
べ
て
の
演
武
の

後
、
全
員
に
賞
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

午
前
中
の
競
技
・
発
表
が
終
わ
り
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
埼
玉
県
少
林
寺

拳
法
連
盟
と
友
好
関
係
の
深
い
栃
木
県
少

林
寺
拳
法
連
盟
に
よ
る
演
武
が
披
露
さ
れ

た
。

　

午
後
は
、
競
技
の
部
の
本
選
が
行
わ
れ

た
。
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
た
ち
は
、

気
迫
溢
れ
る
演
武
で
技
を
競
い
合
っ
た
。

◇

　

約
１
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
本
選

が
す
べ
て
終
了
す
る
と
、式
典
に
移
っ
た
。

　

大
会
は
午
前
９
時
に
開
会
し
た
。
大
会

副
会
長
・
宮
崎
栄
治
郎
埼
玉
県
少
林
寺
拳

法
連
盟
副
会
長
の
開
会
宣
言
、
新
井
庸
弘

少
林
寺
拳
法
連
盟
会
長
の
挨
拶
で
ス
タ

ー
ト
。
午
前
中
は
、
技
の
習
得
度
を
競
う

「
競
技
の
部
」
の
予
選
と
、
得
点
を
争
わ

な
い
「
発
表
の
部
」
が
行
わ
れ
た
。

　

競
技
の
部
は
、
中
学
生
以
上
の
年
齢
、

段
位
、
性
別
ご
と
に
分
か
れ
た
16
部
門
の

組
演
武
と
、
４
部
門
の
団
体
演
武
が
行
わ

れ
た
。
ア
リ
ー
ナ
に
設
け
ら
れ
た
24
の

コ
ー
ト
で
各
演
武
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
広

い
会
場
内
に
拳
士
た
ち
の
気
合
の
声
が

響
き
渡
っ
た
。
審
判
に
よ
る
得
点
で
競
わ

れ
、
好
成
績
を
収
め
た
組
・
団
体
が
午
後

の
本
選
進
出
を
決
め
た
。

　

発
表
の
部
は
、
少
林
寺
拳
法
の
幅
広
い

可
能
性
を
追
求
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て

２０１４年
少林寺拳法全国大会

　

２
０
１
４
年
少
林
寺
拳
法
全
国
大
会
（
主
催
・
少
林
寺
拳
法
連
盟
）
は
、
11
月
３
日
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
の

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た
。
会
場
に
は
約
７
０
０
０
名
が
集
ま
り
、
拳
士
た
ち
は
積
み
重
ね
て

き
た
１
年
間
の
成
果
を
演
武
で
発
揮
し
た
。

全
国
の
仲
間
に
修
練
の
成
果
を
披
露

発表の部「親子の部」
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災
復
興
支
援
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
募
金

の
被
災
地
連
盟
へ
の
贈
呈
と
続
き
、
こ
こ

で
「
弁
論
の
部
」
の
発
表
が
行
わ
れ
た
。

優
秀
弁
論
の
う
ち
特
に
秀
で
て
い
る
と
選

ば
れ
た
永
原
竹
弘
さ
ん
（
岡
山
）
が
、「
現

代
社
会
に
お
け
る
少
林
寺
拳
法
に
よ
る

＂
人
づ
く
り
＂
の
意
義
」
の
テ
ー
マ
で
弁

論
し
た
。

　

次
に
、
競
技
の
部
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

各
部
門
の
受
賞
者
へ
大
会
役
員
か
ら
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

最
後
は
宗
由
貴
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ

総
裁
が
挨
拶
を
行
っ
た
。

「
少
林
寺
拳
法
は
他
の
人
と
の
比
較
、
競

争
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
成
長
を
実

感
し
、
楽
し
む
も
の
で
す
。
今
日
こ
の
全

国
大
会
に
出
場
し
た
と
い
う
感
動
と
、
多

く
の
人
の
前
で
演
武
し
た
緊
張
感
、
こ
の

２
つ
は
必
ず
皆
さ
ん
の
人
生
に
役
に
立
つ

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
人
が
、
自

信
と
勇
気
を
得
ま
し
た
。
明
日
か
ら
こ
の

力
を
社
会
で
生
か
し
て
く
だ
さ
い
」

　

次
回
の
全
国
大
会
は
京
都
府
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
事
務
局
か
ら
発
表
さ
れ
、
大

会
副
会
長
・
神
山
佐
一
埼
玉
県
少
林
寺
拳

法
連
盟
会
長
の
閉
会
宣
言
で
大
会
は
幕
を

閉
じ
た
。

（右ページ）親子の部に出場＝松浦俊也さん、大道くん（岩手）
▷俊也さん「今日は良くできていました。私は大学生の時から少

林寺拳法をやっています。息子はものごころつかない頃から一
緒に道場に来ていて、５歳の頃当たり前のように始めました。
親子で一緒にすることは思い出にもなりますし、成長も肌で感
じられるのが嬉しいですね」

▷大道くん（10歳）「自分なりに力を精一杯出せました。久しぶ
りにお父さんと演武できて良かったです。相手がお父さんなの
で、時間があればいつでも練習ができました。少林寺拳法は、
争うんじゃなくて、他の人とコミュニケーションが取れるとこ
ろが楽しいです」

（上）夫婦の部に出場＝中橋信和さん・裕子さん（京都）
▷信和さん「二人とも少林寺拳法をやっていたことが

きっかけで結婚したのですが、夫婦演武として大
会に出るのは初めてです。今日は稽古のときより
は良くできたかなと思います。子供も一人少林寺
拳法をやっているのですが、三人演武や親子演武
もしています。少林寺拳法について話ができたり、
コミュニケーションの場になっています」

国
歌
斉
唱
、
鎮
魂
行
が
行
わ
れ
た
後
、
大

会
会
長
・
松
永
光
前
埼
玉
県
少
林
寺
拳
法

連
盟
会
長
（
日
本
武
道
館
会
長
）
が
挨
拶

に
立
っ
た
。

「
拳
士
の
皆
様
に
は
素
晴
ら
し
い
技
を

示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
林
寺
拳
法

は
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
年
々
、
進
歩

を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
日
本
の
将
来
に

と
っ
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
本
日
出
場

さ
れ
た
皆
様
に
も
、
こ
れ
を
機
と
し
て
、

一
層
、
少
林
寺
拳
法
の
普
及
・
発
展
に
尽

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
程
永
華
中
華
人
民
共

和
国
駐
日
特
命
全
権
大
使
、
高
村
正
彦
少

林
寺
拳
法
振
興
議
員
連
盟
会
長
、
上
田
清

司
埼
玉
県
知
事
、
清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市

長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
出
場
拳
士
た
ち
の
健
闘

を
称た
た

え
た
。

　

浦
和
学
院
高
校
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
ド

リ
ル
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
東
日
本
大
震

障害者の部

発表の部

運用法

松永光大会会長
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（下）一般男子五段以上の部・最優秀賞＝
　福家健司・麻田育弘（東京）
▷福家さん「師匠の大屋昭夫先生が９月に亡

くなり、先生に捧げられればと思い、二人
でやってきました。良い報告ができること
になり、ホッとしています。先生の教えを
次の世代に繋いでいくのが、私たちの使命
だと思っています」

▷麻田さん「大屋先生にはお世話になりまし
たので、良い報告ができて嬉しいです。先
生に教えてもらったことを伝えていきたい
です」

（左）大学生男子の部・最優秀賞
　＝奈良和記・古澤慈士（大阪）

（下）一般男女有段の部・最優秀賞
　＝山本百紅・小林悠人（岡山）

競技の部　
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種目 最優秀賞 優秀賞 優良賞

一般男子マスターズＡ 久保敦志・清水一志（千葉） 曽根章好・佐藤孝則（岐阜） 田村勝也・手賀幹雄（東京）

一般男子マスターズＢ 大上秀樹・野辺耕一（東京） 榊原淳・谷口洋一（埼玉） 分藤秀明・川久保弘智（東京）

一般女子マスターズ 片庭美穂・大竹真有（大阪） 竹之下ゆう子・久保田和枝（宮崎）吉田宏子・遠田由美子（山形）

一般男子五段以上 福家健司・麻田育弘（東京） 亀井貴史・酒谷親弥（大阪） 吉川元淑・片山英樹（東京）

一般男子三段、四段 小澤晴太・川島佑斗（東京） 池田翔・谷口尊信（大阪） 新井椋大・伊藤輝（東京）

一般男子初段、二段 村上竜二・寺村龍紀（広島） 木津西忍・脇村勇輝（大阪） 桂木周平・中谷友哉（大阪）

一般女子三段以上 鈴木里菜・以倉郁（東京） 中西順子・稲田実花（東京） 高橋奈津子・内川麻衣子（千葉）

一般女子初段、二段 石井なるみ・小川真季（東京） 白神淑江・弓場美里（岡山） 河本英美女・大角愛理花（広島）

一般男女有段 山本百紅・小林悠人（岡山） 森田賢吾・宮迫汐里（大阪） 源秋策・山上悠紀（東京）

大学生男子 奈良和記・古澤慈士（大阪） 武下真樹・田村龍（東京） 内山田駿太・山岡健太郎（全日本学生）

大学生女子 伊勢歩実・佐原まい（東京） 林恵理子・畔蒜みく（東京） 丸山俊江・三橋智恵（東京）

大学生男女 高橋快・倉松瑞樹（大阪） 吉田奈央・東坂博樹（北海道） 中島岳・長谷小春（大阪）

高校生男子 大谷紘嗣・大城浩司（全国高校） 木戸海周・宮迫汰一（大阪） 岡田東馬・小柴皓嗣（静岡）

高校生女子 大野水彩・山内友里加（全国高校）笹谷明日香・泉千雅子（京都） 岡田理沙・石田叶恵（静岡）

高校生男女 後藤隆志・山本瀬菜（大阪） 木原結城・木原愛望（大阪） 浦元早紀・三宅歩（兵庫）

中学生男子 小森丈司・松田大毅（千葉） 青木賢祥・佐藤佑亮（北海道）尻江信悟・坂口楓馬（北海道）

中学生女子 川畑依子・宮下麗奈（愛知） 中島霞・西脇茉莉江（愛知） 宮崎愛子・鈴木優希（静岡）

一般団体 杉本健一ほか（東京） 村橋直ほか（福岡） 大崎剛ほか（大阪）

大学生団体 日野翔太ほか（東京） 中村祥樹ほか（全日本学生） 神本恭介ほか（神奈川）

高校生団体 村上健ほか（埼玉） 名定典都ほか（兵庫） 常盤馨ほか（全国高校）

中学生団体 井上日和ほか（岡山） 新原裕翔ほか（北海道） 青山侑未ほか（静岡）

■大会結果（競技の部）

優秀弁論発表＝永原竹弘さん（岡山）大会の様子
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〈広告〉

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
３
８
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

マンガ・武道のすすめ
田代しんたろう 著漫画家・別府大学教授

　月刊「武道」誌上で好評連載中の「マンガ・武道のすすめ」を単行本化！

　柔道・剣道・弓道・相撲・空手道・合気道・少林寺拳法・なぎなた・

銃剣道・古武道の各先生方に毎回直接インタビュー取材し、武道の良さ、

すばらしさをおもしろく、わかりやすく、描いています。

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

　大人も子どもも読んで楽しく、ためになる武道教養マンガ。
（ Ｂ５判・236 頁 ）
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ニュース

　

第
65
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大

会
（
主
催
＝
全
日
本
弓
道
連
盟
）
は
10
月

24
〜
26
日
、
全
日
本
弓
道
連
盟
中
央
道
場

で
男
女
２
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
五
段
以
上
の

109
名
が
出
場
し
、
遠
的
日
本
一
を
か
け
て

争
わ
れ
た
。
男
子
の
部
で
は
10
射
皆
中
同

士
の
射
詰
競
射
で
吉
田
佳
史
（
徳
島
）
が

前
年
度
優
勝
の
友
安
正
人
（
石
川
）
を
制

し
て
初
優
勝
。
女
子
の
部
で
は
片
山
正
美

（
静
岡
）
が
た
だ
一
人
９
中
し
て
、
こ
ち

ら
も
初
優
勝
と
な
っ
た
。

　

今
大
会
は
男
女
と
も
に
射
距
離
60
ｍ
、

79
㎝
の
的
を
用
い
て
、
的
中
制
で
行
わ
れ

吉
田
佳
史
、
悲
願
の
初
優
勝

女
子
は
昨
年
２
位
の
片
山
正
美
が
初
優
勝

第
65
回
全
日
本
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会
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た
。
各
自
的
中
制
に
よ
る
６
射
（
１
回
目

２
射
、
２
回
目
４
射
）
の
予
選
を
行
い
、

上
位
24
名
が
決
勝
に
進
ん
だ
。
決
勝
進
出

最
下
位
の
選
手
が
複
数
の
場
合
は
遠
近
競

射
を
行
っ
て
24
名
を
決
定
し
た
。
決
勝
は

１
立
に
４
人
立
２
立
が
入
り
、
男
子
３

立
、
女
子
３
立
の
順
に
行
わ
れ
た
。
各
自

10
射
（
２
射
５
回
）
を
行
い
、
優
勝
決
定

戦
は
射
詰
競
射
で
、
２
位
以
下
の
決
定
は

１
ｍ
的
で
の
遠
近
競
射
で
行
わ
れ
た
。

男子優勝＝吉田佳史選手（徳島）

近的の的場（左下の建物）が可動式となっており、奥に遠的の的場がある
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ニュース

■
男
子
の
部

　

予
選
で
６
射
皆
中
は
、
杉
江
敏
道
（
滋

賀
）、和
田
尚
樹
（
広
島
）、渡
邊
幸
太
（
山

梨
）、川
㟢
良
典
（
東
京
）、大
森
亮
登
（
東

京
）、松
田
宏
行
（
宮
崎
）、岡
本
暁
徳
（
富

山
）、曽
山
良
和
（
石
川
）、中
澤
国
弘
（
山

梨
）、
辻
進
（
島
根
）、
目
光
玄
（
東
京
）、

大
隅
雅
成
（
鹿
児
島
）
の
12
名
。
５
中
の

19
名
が
遠
近
競
射
を
行
い
、
前
年
度
優
勝

の
友
安
正
人
（
石
川
）、
出
場
選
手
中
最

多
と
な
る
17
回
目
出
場
の
吉
田
佳
史
（
徳

島
）
ら
12
名
が
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
。

　

決
勝
、
４
回
目
（
８
射
）
を
終
え
て
皆

中
は
大
森
、
曽
山
、
友
安
、
吉
田
の
４
名
。

２
立
目
前
立
の
大
森
は
10
本
目
を
外
し
て

惜
し
く
も
９
中
。
２
立
目
後
立
の
曽
山
は

９
本
目
が
外
れ
て
９
中
で
終
え
た
。
３
立

目
前
立
落
前
の
友
安
と
後
立
落
前
の
吉
田

の
ど
ち
ら
か
が
一
手
を
詰
め
れ
ば
優
勝
決

定
と
い
う
状
況
と
な
り
、
観
客
の
間
に
も

緊
迫
感
が
走
る
。

　

甲
矢
は
互
い
に
詰
め
て
皆
中
を
か
け
た

大
留
矢
、
先
に
引
い
た
の
は
後
の
吉
田
。

吉
田
の
矢
は
放
物
線
を
描
い
て
的
に
吸
い

込
ま
れ
る
と
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
た
。
そ
れ
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か

友
安
は
落
ち
着
い
た
様
子
で
会か
い

に
入
る
。

矢
筋
に
沿
っ
て
鋭
く
離
れ
、
矢
は
見
事
に

◉２位・前年度優勝＝友安正人選手（石川）
「あそこまでいったので、やはり悔しいですね。今年は連覇を目標にして稽古してき
たので残念です。最後は集中が途切れてしまいました。同じ石川県にこの大会を２回
優勝された曽山さん（今回５位）がいるので、その方を見て学んで、このレベルにな
ることができました。石川県では土日に遠的練習を行っているので、週１回は稽古し
てますね。弓道は高校からはじめて、大学４年の最後にやっと華が開き出し、大学院
生になってから力がぐっと伸びましたね。もう一度優勝したいと思います」

３位＝松田宏行選手（宮崎）

４位＝野村豊司選手（京都）

５位＝曽山良和選手（石川）
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的
を
捉
え
、
皆
中
を
達
成
し
た
。

　

吉
田
、
友
安
の
２
人
が
皆
中
で
並
び
、

優
勝
の
行
方
は
射
詰
競
射
に
。
両
者
譲
ら

ず
４
本
目
ま
で
的
中
。
迎
え
た
５
本
目
。

先
に
引
い
た
友
安
が
失
中
。
そ
れ
を
受
け

て
吉
田
は
変
わ
ら
ぬ
行
射
で
会
に
入
り
、

し
ば
し
の
伸
合
の
後
に
離
れ
る
と
、
放
た

れ
た
矢
は
的
へ
一
直
線
に
飛
び
、
吉
田
は

17
回
目
の
出
場
に
し
て
悲
願
の
初
優
勝
を

そ
の
手
に
摑つ
か

ん
だ
。

　

ま
た
３
位
以
下
は
９
中
の
５
名
に
よ
る

遠
近
競
射
で
決
め
ら
れ
、
３
位
に
松
田
、

４
位
に
野
村
豊
司
（
京
都
）、
５
位
に
曽

山
が
入
賞
し
た
。

男子入賞者＝左から曽山、松田、吉田、友安、野村

多くの観客が朝から詰めかけた

◉
３
位
＝
松
田
宏
行
選
手
（
宮
崎
）

「
嬉
し
い
半
面
、
あ
と
一
本
中あ

て
て
い
れ

ば
優
勝
決
定
戦
に
出
ら
れ
て
い
た
の
で
、

そ
こ
は
悔
し
い
で
す
ね
。
外
し
た
矢
は
完

全
に
引
き
が
弱
か
っ
た
で
す
。
引
こ
う
と

し
て
体
が
突
っ
込
ん
で
し
ま
う
の
を
防
ご

う
と
し
て
、
引
き
が
弱
く
な
る
ん
で
す
。

無
理
に
引
い
て
し
ま
う
と
逆
に
中
ら
な
く

な
り
ま
す
し
。
今
回
は
２
回
目
の
入
賞
で

す
が
、
次
回
は
も
ち
ろ
ん
優
勝
を
狙
っ
て

頑
張
り
ま
す
」

◉
優
勝
＝
吉
田
佳
史
選
手
（
徳
島
）

　

吉
田
は
こ
の
遠
的
選
手
権
に
出
場
選
手

中
最
多
と
な
る
17
回
目
の
出
場
。
こ
れ
ま

で
は
優
勝
に
一
歩
届
か
ず
涙
を
呑
ん
で
き

た
40
歳
が
よ
う
や
く
悲
願
を
果
た
し
た
。

「
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
国
体
で
も
遠
的

で
は
優
勝
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
し
、
引

い
て
い
る
と
き
に
開
放
感
が
あ
る
の
で
、

遠
的
の
方
が
好
き
で
す
」

　

決
勝
射
詰
の
相
手
は
前
年
度
優
勝
者
。

ど
こ
ま
で
も
続

く
よ
う
な
雰
囲

気
が
会
場
に
あ

っ
た
。

「
40
歳
に
な
っ

て
、
普
段
の
稽

古
で
も
矢
数
が

減
っ
て
い
る
と

こ
ろ
だ
っ
た
の

で
、
体
力
的
に

不
安
な
点
が
あ

り
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
ん
な

チ
ャ
ン
ス
は
２
度
と
な
い
の
で
、
で
き
る

限
り
の
こ
と
を
し
よ
う
と
一
射
一
射
頑
張

り
ま
し
た
」

　

当
人
の
中
で
は
決
勝
の
10
本
目
の
方
が

意
識
を
し
た
と
い
う
。

「
家
族
と
か
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
方
と
か
、
周
り
の
方
々
の
力
を
借
り
て

中
て
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

　

高
校
時
代
に
弓
を
始
め
、
高
校
の
と
き

に
あ
っ
た
遠
的
の
大
会
で
優
勝
し
た
の
が

初
め
て
の
個
人
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
。
国
体

で
も
８
年
越
し
の
100
連
中
を
達
成
す
る
な

ど
、
実
績
を
多
数
持
つ
。
通
常
使
わ
れ
る

１
ｍ
的
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
外
す
こ
と
は
な
い

と
自
信
を
覗
か
せ
る
。

　

現
在
、
鳴
門
渦
潮
高
校
の
教
員
と
し
て

工
業
を
教
え
る
傍
ら
、
弓
道
部
の
顧
問
と

し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

「
生
徒
た
ち
に
は
『
勝
つ
た
め
の
弓
道
は

教
え
よ
ら
ん
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
に
練
習
し
て

も
、
な
か
な
か

厳
し
い
子
は
い

ま
す
し
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
全

然
練
習
し
な
い

の
に
試
合
や
大

会
で
結
果
を
残

す
子
と
か
も
お

っ
た
り
で
、
弓

道
は
非
常
に
残

酷
な
競
技
で

す
。
た
だ
審
査

で
あ
れ
ば
、
練
習
の
と
お
り
で
き
て
お
れ

ば
、
必
ず
請
求
段
位
が
も
ら
え
ま
す
の

で
、
試
合
だ
け
が
弓
道
じ
ゃ
な
い
よ
と
指

導
し
て
い
ま
す
。
適
正
と
か
骨
格
も
あ
り

ま
す
が
、
弓
道
を
し
て
い
る
中
で
生
徒
た

ち
に
伝
わ
る
も
の
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
」

「
と
か
言
っ
て
自
分
が
こ
ん
な
ん
し
て
優

勝
を
狙
っ
て
る
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
笑
う

が
、
信
念
に
裏
打
ち
さ
れ
た
指
導
は
必
ず

次
代
に
伝
わ
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

▼
入
賞
者
コ
メ
ン
ト
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ニュース

■
女
子
の
部

　

予
選
は
、５
中
の
黒
川
貴
子
（
兵
庫
）、

田
中
真
紀
（
山
口
）、井
山
智
草
（
三
重
）、

椙
山
睦
（
千
葉
）、
片
山
正
美
（
静
岡
）、

北
風
磨
理
（
愛
媛
）
の
６
名
と
、
４
中
の

前
年
度
優
勝
の
望
月
久
美
（
神
奈
川
）
ら

15
名
が
決
勝
進
出
を
決
め
、
３
中
の
19
名

が
遠
近
競
射
に
臨
ん
で
上
位
３
名
が
決
勝

進
出
を
果
た
し
た
。

　

決
勝
は
、
４
回
目
終
了
時
点
で
７
中
で

田
中
、
片
山
が
並
び
、
６
中
の
市
川
政
子

（
埼
玉
）、
望
月
、
小
松
正
美
（
大
阪
）、

根
本
久
美
子
（
福
島
）、
北
風
の
５
名
が

追
う
展
開
と
な
っ
た
。
最
終
立
、
市
川
が

残
念
で
脱
落
。
望
月
と
小
松
は
羽
分
け
て

合
計
７
中
と
し
た
。
田
中
と
片
山
は
そ
れ

ぞ
れ
２
立
目
の
前
立
と
後
立
に
入
っ
た
。

互
い
に
甲
矢
を
詰
め
て
、
先
に
田
中
の
乙

矢
。
田
中
の
矢
は
わ
ず
か
に
的
に
か
か
ら

ず
８
中
と
し
た
。
中
れ
ば
優
勝
決
定
と
い

う
状
況
で
観
客
の
視
線
を
一
身
に
集
め
る

片
山
は
、
淡
々
と
行
射
し
て
的
中
。
昨
年

２
位
か
ら
一
気
に
頂
点
へ
上
り
詰
め
た
。

根
本
、
北
風
の
２
人
は
最
終
立
を
詰
め
て

８
中
。
８
中
の
３
人
で
２
〜
４
位
決
定
の

遠
近
競
射
を
行
い
、
田
中
、
根
本
、
北
風

の
順
と
な
り
、
７
中
の
３
人
で
５
位
を
争

っ
て
、
小
松
が
入
賞
し
た
。

女子優勝＝片山正美選手（静岡）
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【
大
会
結
果
】

■
男
子

　

優
勝
＝
吉
田
佳
史
教
士
七
段
（
徳
島
）

　

２
位
＝
友
安
正
人
錬
士
六
段
（
石
川
）

　

３
位
＝
松
田
宏
行
五
段
（
宮
崎
）

　

４
位
＝
野
村
豊
司
錬
士
五
段
（
京
都
）

　

５
位
＝
曽
山
良
和
錬
士
六
段
（
石
川
）

■
女
子

　

優
勝
＝
片
山
正
美
錬
士
六
段
（
静
岡
）

　

２
位
＝
田
中
真
紀
五
段
（
山
口
）

　

３
位
＝
根
本
久
美
子
錬
士
六
段（
福
島
）

　

４
位
＝
北
風
磨
理
五
段
（
愛
媛
）

　

５
位
＝
小
松
正
美
教
士
六
段
（
大
阪
）

２位＝田中真紀選手（山口）

４位＝北風磨理選手（愛媛） ３位＝根本久美子選手（福島）

５位＝小松正美選手（大阪）
２〜４位決定遠近競射は

際どい判定となった

　

▼
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

◉
優
勝
＝
片
山
正
美
選
手
（
静
岡
）

「
遠
的
は
あ
ん
ま
り
得
意
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
け
ど
、
今
年
、
会
社
で
遠
的
場
つ
き
の

弓
道
場
を
建
て
て
く
れ
て
、
練
習
が
毎
日

で
き
る
の
で
克
服
中
で
す
。

　

先
人
は
み
ん
な
極
め
ら
れ
ず
に
亡
く
な

る
ら
し
い
の
で
す
が
、
少
し
で
も
近
づ
き

た
い
で
す
。
離
れ
の
瞬
間
に
く
る
ス
カ
ッ

と
し
た
感
覚
を
味
わ
い
た
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
と
き
で
も
的
を
外
す
と
こ
ろ
も
奥

が
深
く
て
面
白
い
で
す
ね
」

◉
２
位
＝
田
中
真
紀
選
手
（
山
口
）

「
10
本
目
ま
で
優
勝
が
か
か
っ
て
い
た
の

で
正
直
悔
し
い
で
す
。
立
に
入
る
前
に
記

録
を
見
て
し
ま
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
後
ろ
の

片
山
さ
ん
の
音
を
気
に
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
遠
近
で
は
確
実
に
２
位
を
取
る
た
め

に
し
っ
か
り
引
こ
う
と
思
っ
て
ま
し
た
」

◉
３
位
＝
根
本
久
美
子
選
手
（
福
島
）

「
優
勝
し
た
く
て
来
て
ま
す
か
ら
残
念
は

残
念
な
ん
で
す
け
ど
、
や
り
遂
げ
た
よ
う

な
感
じ
が
あ
っ
て
嬉
し
い
で
す
。
遠
的
が

得
意
な
の
で
、
と
に
か
く
遠
的
で
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
ま
す
」

女子入賞者＝左から小松、根本、片山、田中、北風
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〈広告〉

国
際
武
道
大
学
教
授

　松
尾
牧
則
（
ま
つ
お

　ま
き
の
り
）
著

第
一
章

　
弓
矢
の
発
生
と
世
界
の
弓
術

弓
矢
の
発
生
と
性
能
向
上
の
工
夫
／
世
界
の
弓
矢
と
射
法
／
Ｗ
Ｔ
Ａ
Ｆ

に
み
る
世
界
の
弓
術

第
二
章

　
日
本
の
弓
矢
と
弓
術

日
本
の
弓
矢
の
特
性―

―

初
期
の
弓
矢
／
日
本
弓
の
変
遷
と
特
徴
あ
る

形
状
／
日
本
の
矢
と
弓
矢
関
連
具
／
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
儀
式
と
し

て
の
弓
術
／
歩
射
と
騎
射
／
弓
矢
の
誉

第
三
章

　
弓
術
流
派
と
目
的
に
応
じ
た
射
術

武
術
の
分
化
と
伝
達
様
式
の
整
備
／
日
置
弾
正
と
勧
進
的
の
流
行
／
日

置
弾
正
正
次
の
肖
像
と
技
法
／
弓
術
諸
流
派
の
技
法
と
伝
承
／
大
和
流

弓
術
と
そ
の
伝
達
様
式
／
三
十
三
間
堂
通
し
矢
の
誉―

―

堂
射
の
隆
盛

と
弓
具
・
技
法
の
工
夫
／
「
五
射
六
科
」
五
射
の
実
践
／
「
五
射
六
科
」

六
科
の
教
養
／
弓
術
稽
古
の
意
義
と
心
得

第
四
章

　
弓
術
か
ら
弓
道
へ

弓
術
の
衰
退
と
命
脈―

―

明
治
時
代
の
弓
術
／
「
弓
術
」
か
ら
「
弓
道
」

へ―
―

大
正
〜
昭
和
初
期
の
弓
術
／
昭
和
初
期
〜
戦
中
の
弓
道
／
戦
後

の
弓
道
復
活
と
連
盟
組
織

第
五
章

　
現
代
の
弓
道
と
将
来
展
望

現
在
の
弓
道
連
盟
と
競
技
・
審
査
／
新
素
材
の
弓
具
／
弓
具
・
服
装
・

施
設
／
学
校
教
育
に
お
け
る
弓
道
／
現
代
弓
道
の
体
系
化
さ
れ
た
技
法

①
／
現
代
弓
道
の
体
系
化
さ
れ
た
技
法
②

　射
法
八
節
の
要
点
／
弓
道

―
―

そ
の
将
来
展
望
と
課
題

参
考
文
献
・
索
引

　弓
矢
の
発
生
か
ら
日
本
に
お
け
る
弓
術
の
発
達
、
技
法

の
発
展
の
歴
史
を
追
い
な
が
ら
概
観
し
、
ま
た
、
世
界
の

弓
術
の
数
々
も
紹
介
。
現
代
の
弓
道
の
課
題
や
射
法
に
つ

い
て
も
踏
み
込
ん
だ
、
弓
道
研
究
の
第
一
線
に
立
つ
著
者

渾
身
の
一
書
。
巻
末
に
は
、
五
百
冊
以
上
に
及
ぶ
参
考
文

献
や
、
人
名
索
引
・
事
項
索
引
を
掲
載
。
弓
道
の
み
な
ら
ず
、

武
道
研
究
者
必
携
の
書
。

好評発売中

四六判・上製・484頁

弓
道 

　その
歴
史
と
技
法

目

　次
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霊箭
阿波研造物語

馬見塚昭久 著
小学校教諭

（ 四六判・上製・320 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

武道の全容をこの一冊に集大成！ 『日本の武道』の英文版（DVD付）

武道における礼法を小笠原流宗家が直々に指南

希代の弓人阿波研造の人物伝 日本人が拠り所としてきた価値観を詳説

弓道 その魅力

岡村豊太郎 著
山口大学名誉教授

（ 四六判・上製・272 頁 ）

『五輪書』などの代表的な武道伝書を詳解 著者の半生をたどり、弓道の魅力に迫る

武道をわかり易く描いた教養マンガ

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）

武道伝書を読む

湯浅　晃 著
天理大学教授

（ 四六判・上製・348 頁 ）

子どもを育む武道の教育力を詳説 武道の文化的・伝統的な事柄を解明

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
中村 民雄 著

福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー
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平
成
26
年
度
講
道
館
杯
全
日
本
柔
道
体

重
別
選
手
権
大
会
（
主
催
＝
全
日
本
柔
道

連
盟
）
は
11
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
、

千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
、
男
女

14
階
級
で
覇
が
争
わ
れ
た
。

　

男
子
66
㎏
級
で
は
阿
部
一
二
三
（
神
港

学
園
神
港
高
）
が
、
女
子
63
㎏
級
で
は
嶺

井
美
穂
（
桐
蔭
学
園
高
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

高
校
２
年
生
な
が
ら
初
優
勝
を
果
た
し

た
。
ま
た
、
女
子
78
㎏
超
級
で
も
朝
比
奈

沙
羅
（
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）
が
連
覇

を
果
た
し
、
高
校
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
３

人
誕
生
し
た
。

平成 26年度
講道館杯全日本柔道

体重別選手権大会

高校生チャンピオン
３人誕生！

女子 63kg 級優勝＝嶺井美穂選手（桐蔭学園高） 男子 66kg 級優勝＝阿部一二三選手（神港学園神港高）

女子 78kg 超級優勝＝朝比奈沙羅選手（渋谷教育学園渋谷高）
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■
男
子

▽
60
㎏
級

　

ア
ジ
ア
大
会
３
位
の
志
々
目
徹
（
了
徳

寺
学
園
職
）
は
初
戦
で
永
山
竜
樹
（
大
成

高
）
に
敗
退
。
そ
の
永
山
を
準
決
勝
で
破

っ
た
山
本
浩
史
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
木
戸

慎
二
（
パ
ー
ク
24
）
が
決
勝
で
対
戦
し
、

山
本
が
内
股
で
技
有
を
奪
っ
て
優
勝
を
決

め
た
。

◉
優
勝
＝
山
本
浩
史
選
手（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

「
最
近
は
こ
の
大
会
で
初
戦
敗
退
が
続
い

て
い
た
の
で
、
も
う
勝
て
な
い
と
思
っ
た

時
も
あ
り
ま
し
た
。
応
援
の
方
に
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
」

▽
66
㎏
級

　

世
界
ジ
ュ
ニ
ア
準
優
勝
の
阿
部
一
二
三

（
神
港
学
園
神
港
高
）
は
３
回
戦
で
ベ
テ

ラ
ン
の
福
岡
政
章
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
対

戦
。
浮
落
で
一
本
勝
す
る
と
、
勢
い
そ
の

ま
ま
に
決
勝
へ
進
出
。
決
勝
で
は
西
山
祐

貴
（
日
本
体
育
大
）
か
ら
大
外
刈
で
技
有

を
奪
い
、男
子
で
は
石
井
慧
（
国
士
舘
高
・

当
時
）
以
来
10
年
ぶ
り
、
高
校
２
年
生
と

し
て
は
史
上
初
の
快
挙
と
な
る
初
優
勝
を

飾
っ
た
。

◉
優
勝
＝
阿
部
一
二
三
選
手

（
神
港
学
園
神
港
高
）

「
思
い
切
り
よ
く
自
分
の
柔
道
が
で
き
た

こ
と
が
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
シ
ニ
ア
で

も
通
用
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
こ

の
ス
タ
イ
ル
で
世
界
を
目
標
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
中
で
最
大
の
山

場
だ
っ
た
福
岡
選
手
と
の
試
合
で
一
本
勝

し
た
こ
と
で
勢
い
に
乗
れ
ま
し
た
。
目
標

と
し
て
い
る
の
は
野
村
忠
宏
さ
ん
で
す
」

▽
73
㎏
級

　

突
出
し
た
選
手
が
出
場
し
て
い
な
い
こ

の
階
級
、
抜
け
出
し
て
決
勝
へ
勝
ち
進
ん

だ
の
は
西
山
雄
希
（
了
徳
寺
学
園
職
）
と

橋
本
壮
市
（
パ
ー
ク
24
）。
指
導
差
で
西

山
に
軍
配
が
上
が
っ
た
。

男子 60kg 級決勝＝山本（右）が内股で技有を奪う

男子 66kg 級決勝＝阿部（右）が大外刈で技有を奪う
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◉
優
勝
＝
西
山
雄
希
選
手（
了
徳
寺
学
園
職
）

「
泥
臭
く
て
も
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
大
会
で

勝
っ
て
来
年
に
つ
な
げ
た
い
で
す
」

▽
81
㎏
級

　

川
上
智
弘
（
國
學
院
大
職
）
は
欠
場
。

長
島
啓
太
（
日
本
中
央
競
馬
会
）、
中
井

貴
裕
（
パ
ー
ク
24
）
と
い
っ
た
実
力
者
が

序
盤
で
姿
を
消
す
中
、
渡
邉
勇
人
（
東
海

大
）
と
丸
山
剛
毅
（
天
理
大
）
が
決
勝
進

出
。
丸
山
に
指
導
が
３
つ
つ
い
て
渡
邉
が

初
優
勝
を
決
め
た
。

◉
優
勝
＝
渡
邉
勇
人
選
手
（
東
海
大
）

「
上
水
監
督
か
ら
『
お
前
な
ら
必
ず
勝
て

る
、
な
に
が
な
ん
で
も
勝
っ
て
こ
い
』
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
国
際
大
会
に
向
け
て
強
化
陣
に

い
い
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

▽
90
㎏
級

　

加
藤
博
剛
（
千
葉
県
警
）
は
４
回
戦
で

負
傷
し
て
敗
退
。
西
山
将
士
（
新
日
鐵
住

金
）
は
３
回
戦
で
姿
を
消
し
た
。
西
山
大

希
（
新
日
鐵
住
金
）
は
準
決
勝
で
穴
井
航

史
（
旭
化
成
）
を
破
る
も
、
決
勝
で
長
澤

憲
大
（
東
海
大
）
に
苦
戦
。
指
導
１
の
僅

差
で
辛
勝
し
た
。

◉
優
勝
＝
西
山
大
希
選
手（
新
日
鐵
住
金
）

「
こ
こ
で
優
勝
し
な
い
と
来
年
の
世
界
選

手
権
に
出
場
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
に
つ
な
げ
ら

れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
ま
ず
は
世
界
選
手

権
代
表
の
座
を
獲
り
に
い
き
た
い
で
す
」

▽
100
㎏
級

　

高
木
海
帆
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
は
、

３
回
戦
で
今
年
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
王
者
、

後
藤
隆
太
郎
（
慶
應
義
塾
大
）
を
、
４
回

戦
で
小
野
卓
志
（
了
徳
寺
学
園
職
）
を
、

準
決
勝
で
増
渕
樹
（
旭
化
成
）
を
そ
れ
ぞ

れ
破
っ
て
決
勝
進
出
を
決
め
た
。
相
手
は

羽
賀
龍
之
介
（
旭
化
成
）。
東
海
大
の
先

輩
後
輩
対
決
と
な
っ
た
決
勝
、
先
輩
の
高

木
は
羽
賀
の
お
株
を
奪
う
渾
身
の
内
股
で

技
有
を
奪
取
。
こ
れ
が
決
勝
点
と
な
っ

て
、
高
木
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
高
木
海
帆
選
手

（
日
本
中
央
競
馬
会
）

「
右
膝
の
怪
我
か
ら
復
帰
し
て
以
降
は
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
試
合
を
し
て
い
ま

し
た
。
こ
う
い
う
舞
台
で
龍
之
介
と
試
合

が
で
き
た
の
は
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

▽
100
㎏
超
級

　

小
川
雄
勢
（
修
徳
高
）
は
初
戦
で
元
選

手
権
者
の
高
橋
和
彦
（
新
日
鐵
住
金
）
と

対
戦
。
高
橋
が
組
手
争
い
を
制
し
て
小
川

を
圧
倒
。
高
橋
が
意
地
を
見
せ
た
。
高
橋

は
準
決
勝
に
進
む
も
岩
尾
敬
太
（
京
葉
ガ

ス
）
に
敗
れ
、
岩
尾
は
決
勝
で
西
潟
健
太

（
旭
化
成
）
と
対
戦
。
残
り
２
秒
で
大
内

刈
で
有
効
を
奪
い
、
逆
転
で
優
勝
し
た
。

◉
優
勝
＝
岩
尾
敬
太
選
手
（
京
葉
ガ
ス
）

「
守
る
も
の
も
な
い
の
で
、
あ
き
ら
め
ず

に
い
く
し
か
な
い
と
思
っ
て
前
に
出
ま
し

た
。
一
つ
一
つ
階
段
を
上
が
っ
て
い
け
れ

ば
い
い
と
思
い
ま
す
」

男子 100kg 級決勝＝高木（奥）が内股で技有を奪う

男子 100kg 超級決勝＝
岩尾（右）が残り２秒で逆転

心技体 人を育てる総合誌
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■
女
子

▽
48
㎏
級

　

世
界
選
手
権
２
度
優
勝
の
浅
見
八
瑠
奈

（
コ
マ
ツ
）
が
１
年
間
の
休
養
か
ら
復
帰

し
て
出
場
。
実
力
通
り
順
当
に
勝
ち
上
が

っ
て
決
勝
に
進
出
し
、
渡と

名な

喜き

風ふ
う

南な

（
帝

京
大
）
と
対
戦
し
た
。
両
者
決
め
手
に
欠

け
て
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
コ
ア
方
式
の
延
長
戦

に
突
入
す
る
と
、
技
が
出
な
く
な
っ
た
渡

名
喜
に
指
導
。
浅
見
が
２
年
ぶ
り
４
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
浅
見
八
瑠
奈
選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
１
年
間
自
分
と
向
き
合
う
時
間
が
あ
っ

て
、
今
日
は
自
分
と
の
戦
い
と
い
う
つ
も

り
で
し
た
。
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ
り
ま
し

た
が
、休
養
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

▽
52
㎏
級

　

こ
の
階
級
の
実
力
者
、
西
田
優
香
（
了

徳
寺
学
園
職
）
は
決
勝
で
志
々
目
愛
（
帝

京
大
）
と
対
戦
し
た
。
開
始
34
秒
、
小
内

刈
で
技
有
を
奪
う
と
、
そ
の
ま
ま
横
四
方

固
で
抑
え
込
ん
で
合
技
一
本
。
５
年
ぶ
り

２
度
目
の
優
勝
と
し
た
。

◉
優
勝
＝
西
田
優
香
選
手

（
了
徳
寺
学
園
職
）

「
昨
年
、
肘
の
手
術
を
し
て
、
得
意
技
の

背
負
投
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
に
身
に
つ

け
た
の
が
決
勝
の
小
内
刈
で
す
。
今
回
は

橋
本
選
手
も
中
村
選
手
も
出
て
い
な
い
の

で
自
分
も
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

▽
57
㎏
級

　

注
目
の
出
口
ク
リ
ス
タ
（
山
梨
学
院

大
）
は
３
回
戦
で
芳
田
司
（
コ
マ
ツ
）
に

敗
れ
、
そ
の
芳
田
が
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ

た
。
相
手
は
同
じ
コ
マ
ツ
の
石
川
慈
。
互

い
に
攻
め
手
に
欠
け
た
が
、
石
川
に
指
導

女子 52kg 級決勝＝西田（上）が合技で一本勝した

女子 63kg 級決勝＝嶺井（上）が平井を袈裟固に抑え込んで一本勝

女子 48kg 級決勝＝浅見（右）対渡名喜

２
が
つ
い
て
芳
田
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◉
優
勝
＝
芳
田
司
選
手
（
コ
マ
ツ
）

「
石
川
選
手
は
い
つ
も
稽
古
を
つ
け
て
く

れ
る
の
で
、
胸
を
借
り
る
気
持
ち
で
し

た
。
こ
っ
ち
の
技
は
全
部
知
っ
て
い
る
の

で
、
と
に
か
く
ガ
ン
ガ
ン
前
に
出
る
だ
け

で
し
た
」

▽
63
㎏
級

　

一
昨
年
、
史
上
最
年
少
で
グ
ラ
ン
ド
ス

ラ
ム
大
会
を
制
し
た
津
金
恵
（
筑
波
大
）

は
初
戦
で
姿
を
消
し
た
。
昨
年
２
位
の
嶺

井
美
穂
（
桐
蔭
学
園
高
）
は
、
準
決
勝
で

片
桐
夏
海
（
コ
マ
ツ
）
を
破
っ
て
昨
年
の

雪
辱
を
果
た
す
と
、決
勝
で
は
平
井
希（
自

衛
隊
体
育
学
校
）
に
袈
裟
固
で
一
本
勝

し
、
66
㎏
級
の
阿
部
に
続
い
て
、
高
校
２

年
生
で
の
制
覇
と
な
っ
た
。

◉
優
勝
＝
嶺
井
美
穂
選
手（
桐
蔭
学
園
高
）

「
去
年
は
決
勝
の
舞
台
に
上
が
れ
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
今
年
は
勝
つ
気
持

ち
で
戦
い
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
は
出
場

大
会
数
が
多
か
っ
た
の
で
、
試
合
の
中
で

自
分
の
状
況
を
理
解
し
、
何
を
す
べ
き
か

実
戦
の
中
で
学
び
ま
し
た
。
片
桐
さ
ん
と

の
試
合
は
決
勝
に
臨
む
く
ら
い
の
気
持
ち

で
や
り
ま
し
た
。
昨
日
の
試
合
を
見
て
、

高
校
２
年
生
が
２
人
優
勝
と
い
う
こ
と
は
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少
し
意
識
し
て
い
ま
し
た
」

▽
70
㎏
級

　

田
知
本
遥
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
新
井
千

鶴
（
三
井
住
友
海
上
）
が
順
当
に
決
勝
進

出
。
ス
コ
ア
レ
ス
の
ま
ま
試
合
は
延
長
戦

へ
。
開
始
４
分
15
秒
、
ほ
と
ん
ど
技
数
に

差
が
な
い
両
者
に
見
え
た
が
、
新
井
に
だ

け
指
導
。
田
知
本
が
初
優
勝
し
た
。

◉
優
勝
＝
田
知
本
遥
選
手（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

「
ぎ
り
ぎ
り
の
中
、
結
果
が
出
せ
て
嬉
し

い
で
す
。
私
の
柔
道
を
好
き
と
い
っ
て
応

援
し
て
く
れ
て
い
る
人
に
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
返
せ
た
か
な
と
思
い
ま
す
」

▽
78
㎏
級

　

９
月
の
ア
ジ
ア
大
会
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
梅
木
真
美
（
環
太
平
洋
大
）
と
、

こ
の
階
級
の
顔
と
も
い
え
る
緒
方
亜
香
里

（
了
徳
寺
学
園
職
）が
決
勝
で
対
戦
し
た
。

両
者
は
共
に
阿
蘇
中
央
高
出
身
で
、
緒
方

は
梅
木
の
４
年
先
輩
に
あ
た
る
。
試
合
は

緒
方
が
場
外
反
則
を
重
ね
て
、
梅
木
の
優

勢
勝
。

◉
優
勝
＝
梅
木
真
美
選
手（
環
太
平
洋
大
）

「
高
校
の
頃
か
ら
緒
方
先
輩
は
目
標
だ
っ

た
の
で
、
決
勝
で
戦
え
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
試
合
は
自
分
か
ら
積
極
的
に
前
に
出

た
の
が
良
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
、
世
界
で
優
勝

で
き
る
選
手
に
な
り
た
い
で
す
」

▽
78
㎏
超
級

　

超
高
校
級
の
朝
比
奈
沙
羅
（
渋
谷
教
育

学
園
渋
谷
高
）
が
登
場
。
２
回
戦
で
谷
村

美
咲
（
帝
京
科
学
大
）
を
、
３
回
戦
で
烏

帽
子
美
久
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
を
、
準
決
勝

で
市
橋
寿
々
華（
大
阪
府
警
）を
破
る
と
、

決
勝
で
も
井
上
愛
美
（
山
梨
学
院
大
）
を

寄
せ
付
け
ず
、
連
覇
を
達
成
し
た
。

◉
優
勝
＝
朝
比
奈
沙
羅
選
手

（
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）

「
女
子
の
重
量
級
は
ツ
ー
ト
ッ
プ
が
頭
一

つ
抜
け
て
い
る
の
で
、
自
分
の
実
力
を
見

せ
る
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
粘
り
強
く
我
慢
の
試
合
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
は
３
回

目
に
な
る
の
で
、
優
勝
し
た
い
で
す
」

女子 70kg 級決勝＝田知本（左）対新井

女子 78kg 超級決勝＝朝比奈（右）対井上
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【大会結果】
◆男子 優勝 ２位 ３位

100kg超級 岩尾敬太（京葉ガス） 西潟健太（旭化成） 佐藤和哉（日本大） 高橋和彦（新日鐵住金）

100kg級 高木海帆（日本中央競馬会） 羽賀龍之介（旭化成） 増渕　樹（旭化成） ウルフアロン（東海大）

90kg級 西山大希（新日鐵住金） 小林悠輔（筑波大）長澤憲大（東海大） 穴井航史（旭化成）

81kg級 渡邉勇人（東海大） 中園史寛（東海大）丸山剛毅（天理大） 長島啓太（日本中央競馬会）

73kg級 西山雄希（了徳寺学園職） 西岡和志（京葉ガス）橋本壮市（パーク24） 土井健史（天理大）

66kg級 阿部一二三（神港学園神港高） 西山祐貴（日本体育大） 吉田惟人（神奈川県警） 髙上智史（旭化成）

60kg級 山本浩史（ALSOK） 木戸慎二（パーク24） 藤阪泰恒（足立学園高） 青木　大（日本体育大）

◆女子
78kg超級 朝比奈沙羅（渋谷教育学園渋谷高） 井上愛美（山梨学院大） 稲森奈見（三井住友海上）市橋寿々華（大阪府警）

78kg級 梅木真美（環太平洋大） 緒方亜香里（了徳寺学園職） 高山莉加（三井住友海上） 濱田尚里（自衛隊体育学校）

70kg級 長内香月（山梨学院大）新井千鶴（三井住友海上）田知本遥（ALSOK） 安松春香（ALSOK）

63kg級 嶺井美穂（桐蔭学園高） 田中美衣（了徳寺学園職）平井　希（自衛隊体育学校） 川岸真綾（帝京科学大）

57kg級 芳田　司（コマツ） 石川　慈（コマツ） 玉置　桃（三井住友海上） 渡部優花（環太平洋大）

52kg級 西田優香（了徳寺学園職） 志々目愛（帝京大） 黒木美晴（環太平洋大） 内尾真子（筑波大）

48kg級 浅見八瑠奈（コマツ） 渡名喜風南（帝京大） 高橋瑠衣（修徳高） 森﨑由理江（鹿屋体育大学柔友会）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（４年ぶり２回目）

（２年連続２回目）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（初優勝）

（５年ぶり２回目）

（２年ぶり４回目）

【
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
出
場
選
手
】

　

全
試
合
終
了
後
、
直
ち
に
強
化
委
員
会

が
開
か
れ
、
12
月
５
日
〜
7
日
に
開
催
さ

れ
る
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
２
０
１
４
の

出
場
選
手
が
選
出
さ
れ
た
。
今
回
は
、
今

年
の
世
界
選
手
権
出
場
者
、
ア
ジ
ア
大
会

優
勝
者
、
講
道
館
杯
優
勝
者
は
無
条
件
で

選
出
さ
れ
、
出
場
枠
に
余
分
が
あ
っ
た
場

合
は
、
講
道
館
杯
の
成
績
や
過
去
の
実
績

な
ど
か
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
、
代
表
選

手
を
選
出
し
た
。

■
日
本
代
表
選
手

◇
男
子

▼
100
㎏
超
級
＝
七
戸
龍
（
九
州
電
力
）、
上

川
大
樹
（
京
葉
ガ
ス
）、
王
子
谷
剛
志
（
東

海
大
）、
岩
尾
敬
太
（
京
葉
ガ
ス
）

▼
100
㎏
級
＝
高
木
海
帆
（
日
本
中
央
競
馬

会
）、
羽
賀
龍
之
介
（
旭
化
成
）、
ウ
ル
フ

ア
ロ
ン
（
東
海
大
）、
後
藤
隆
太
郎
（
慶

應
義
塾
大
）

▼
90
㎏
級
＝
ベ
イ
カ
ー
茉
秋
（
東
海
大
）、

吉
田
優
也
（
旭
化
成
）、
西
山
大
希
（
新

日
鐵
住
金
）、
長
澤
憲
大
（
東
海
大
）

▼
81
㎏
級
＝
永
瀬
貴
規
（
筑
波
大
）、
渡
邉

勇
人
（
東
海
大
）、丸
山
剛
毅
（
天
理
大
）、

長
島
啓
太
（
日
本
中
央
競
馬
会
）

▼
73
㎏
級
＝
中
矢
力
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、
大

野
将
平
（
旭
化
成
）、
秋
本
啓
之
（
了
徳

寺
学
園
職
）、西
山
雄
希（
了
徳
寺
学
園
職
）

▼
66
㎏
級
＝
海
老
沼
匡
（
パ
ー
ク
24
）、
髙

市
賢
悟
（
東
海
大
）、
阿
部
一
二
三
（
神

港
学
園
神
港
高
）、
髙
上
智
史
（
旭
化
成
）

▼
60
㎏
級
＝
山
本
浩
史
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、

木
戸
慎
二
（
パ
ー
ク
24
）、
志
々
目
徹
（
了

徳
寺
学
園
職
）、
大
島
優
磨
（
国
士
館
大
）

◇
女
子

▼
78
㎏
超
級
＝
山
部
佳
苗
（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
）、

田
知
本
愛
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、
朝
比
奈
沙

羅
（
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
）、
稲
森
奈

見
（
三
井
住
友
海
上
）

▼
78
㎏
級
＝
佐
藤
瑠
香
（
コ
マ
ツ
）、
梅
木

真
美
（
環
太
平
洋
大
）、
緒
方
亜
香
里
（
了

徳
寺
学
園
職
）、
濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体

育
学
校
）

▼
70
㎏
級
＝
ヌ
ン
イ
ラ
華
蓮
（
了
徳
寺
学
園

職
）、
田
知
本
遥
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）、
新
井

千
鶴
（
三
井
住
友
海
上
）、
安
松
春
香
（
Ａ

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）

▼
63
㎏
級
＝
田
代
未
来
（
コ
マ
ツ
）、
嶺
井

美
穂
（
桐
蔭
学
園
高
）、
平
井
希
（
自
衛

隊
体
育
学
校
）、
西
川
真
帆
（
龍
谷
大
）

▼
57
㎏
級
＝
宇
髙
菜
絵
（
コ
マ
ツ
）、
松
本

薫
（
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
ジ
ャ
パ
ン
）、
山
本

杏
（
国
士
館
大
）、
芳
田
司
（
コ
マ
ツ
）

▼
52
㎏
級
＝
橋
本
優
貴
（
コ
マ
ツ
）、
中
村

美
里
（
三
井
住
友
海
上
）、
西
田
優
香
（
了

徳
寺
学
園
職
）、
志
々
目
愛
（
帝
京
大
）

▼
48
㎏
級
＝
近
藤
亜
美
（
三
井
住
友
海
上
）、

浅
見
八
瑠
奈
（
コ
マ
ツ
）、渡
名
喜
風
南
（
帝

京
大
）、
森
㟢
由
理
江
（
鹿
屋
体
育
大
学

柔
友
会
）
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

　

第
１
部
は
７
人
制
の
12
チ
ー
ム
が
参

加
。
予
選
リ
ー
グ
は
、
３
チ
ー
ム
ず
つ
４

組
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
各

組
の
首
位
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
競
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
４
分
間
一

本
勝
負
で
、
勝
負
が
つ
か
な
い
場
合
は
引

き
分
け
と
な
る
。
チ
ー
ム
の
勝
敗
は
勝
者

数
で
決
す
る
が
、
同
数
の
場
合
は
内
容
差

で
決
ま
る
。

　

リ
ー
グ
戦
の
結
果
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

に
進
出
し
た
の
は
、
前
回
優
勝
の
警
視

庁
、
愛
知
、
大
阪
、
兵
庫
の
４
チ
ー
ム
。

準
決
勝
で
は
、
警
視
庁
が
３
｜
０
で
愛
知

を
、
大
阪
が
３
｜
１
で
兵
庫
を
そ
れ
ぞ
れ

降
し
た
。

　

決
勝
戦
、
ま
ず
先
鋒
戦
は
引
き
分
け
。

次
鋒
戦
は
大
阪
の
住
谷
が
警
視
庁
の
小
出

か
ら
背
負
投
の
有
効
を
奪
い
一
勝
。
五
将

戦
は
引
き
分
け
。
中
堅
戦
は
警
視
庁
の
森

田
が
大
阪
の
中
村
か
ら
内
股
で
技
有
を
奪

っ
て
１
｜
１
に
。
三
将
戦
は
大
阪
の
森
田

が
指
導
の
差
で
勝
利
し
、
大
阪
が
再
び
２

｜
１
で
リ
ー
ド
す
る
。
副
将
戦
は
、
こ
れ

ま
で
一
敗
も
し
て
い
な
い
大
阪
の
川
瀬

は
、
警
視
庁
の
萩
本
か
ら
袖
釣
込
腰
の
技

有
を
奪
う
。
そ
の
後
、
萩
本
は
足
技
で
攻

め
る
も
時
間
と
な
り
、
川
瀬
が
優
勢
勝
を

収
め
た
。
こ
の
時
点
で
３
勝
の
大
阪
の
優

勝
が
決
ま
っ
た
。
大
将
戦
は
警
視
庁
の
棟

田
が
大
阪
の
今
本
か
ら
大
内
刈
の
技
有
を

決
め
て
勝
利
し
た
。

◉
大
阪
・
林
広
志
監
督

「
15
年
ぶ
り
の
優
勝
、
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
昨
年
は
、
３
つ
の
団
体
戦
を
全
て
負

け
て
し
ま
っ
て
、
監
督
に
向
い
て
な
い
の

か
と
思
い
ま
し
た
。
東
海
大
学
の
柔
道
部

が
行
っ
て
い
る
『
想
定
稽
古
』
を
取
り
入

れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
稽
古
も
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
稽
古
内
容
に
つ
い
て
は
、
ど

こ
に
も
負
け
て
い
な
い
と
い
う
自
信
は
あ

り
ま
し
た
。
采
配
と
い
う
よ
り
は
、
選
手

に
勝
た
せ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
本
当
に
夢

み
た
い
で
す
」

◉
大
阪
・
川
瀬
孝
司
選
手

「
大
阪
府
警
と
し
て
出
場
し
た
団
体
戦
の

大
阪
府
警
が
警
視
庁
を
破
り

15
年
ぶ
り
の
優
勝

全国警察
柔道大会

　

平
成
26
年
度
第
66
回
全
国
警
察
柔
道
大
会
（
主
催
＝
警
察
庁
）
は
10
月

27
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
第
１
部
は
大
阪
府
警
が
15
年
ぶ
り
に
優

勝
し
た
。
第
２
部
は
北
海
道
、
第
３
部
は
石
川
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
第
１
部
＝
①
大
阪
②
警
視
庁
③
兵
庫

▽
第
２
部
＝
①
北
海
道
②
愛
媛
③
宮
崎

▽
第
３
部
＝
①
石
川
②
岩
手
③
山
形

◇
全
勝
者
表
彰
＝
川
瀬
孝
司
（
大
阪
）

第１部決勝＝大阪・川瀬（下）の袖釣込腰で技有

成
績
は
16
戦
無
敗
（
２
年
間
）
で
す
が
、

個
人
戦
で
は
結
果
を
出
せ
て
い
な
い
の

で
、
個
人
戦
で
優
勝
し
た
い
で
す
」

第１部優勝＝大阪
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第１部決勝＝警視庁・高橋（右）が合面を決めた

警
視
庁
が
兵
庫
県
警
を
破
り

２
年
連
続
優
勝

　

平
成
26
年
度
第
61
回
全
国
警
察
剣
道
大
会
（
主
催
＝
警
察
庁
）
は
10
月

28
日
、
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
、
第
１
部
は
警
視
庁
が
優
勝
し
２
連
覇
を

果
し
た
。
第
２
部
は
福
岡
、
第
３
部
は
宮
崎
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

　

第
１
部
は
７
人
制
の
12
チ
ー
ム
が
参

加
。
予
選
リ
ー
グ
は
３
チ
ー
ム
ず
つ
４
組

に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
各
組

の
首
位
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
競
わ
れ
た
。
試
合
時
間
は
５
分
間
三
本

勝
負
で
、
時
間
内
に
勝
敗
が
決
ま
ら
な
い

場
合
は
、
３
分
間
一
本
勝
負
の
延
長
戦
を

行
う
。
そ
れ
で
も
決
ま
ら
な
い
場
合
は
、

引
き
分
け
と
す
る
。

　

リ
ー
グ
戦
の
結
果
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

に
進
出
し
た
の
は
、
警
視
庁
、
長
崎
、
兵

庫
、北
海
道
の
４
チ
ー
ム
。準
決
勝
で
は
、

警
視
庁
が
４
｜
２
で
長
崎
を
、
兵
庫
が
４

｜
３
で
北
海
道
を
そ
れ
ぞ
れ
降
し
た
。

　

決
勝
戦
、
ま
ず
先
鋒
戦
は
引
き
分
け
。

次
鋒
戦
は
警
視
庁
の
越
川
が
延
長
に
入
っ

た
直
後
、
兵
庫
・
菅
野
か
ら
引
き
面
を
奪

い
先
制
す
る
。
五
将
戦
は
、
警
視
庁
・
林

が
兵
庫
・
江
口
の
手
元
が
上
が
っ
た
と
こ

ろ
を
小
手
に
決
め
２
勝
目
。
続
く
中
堅
戦

で
も
警
視
庁
・
畠
中
が
一
本
勝
を
収
め
、

３
｜
０
と
な
る
。
三
将
戦
、
後
の
な
い
兵

庫
・
佐
藤
は
警
視
庁
・
高
橋
と
対
戦
。
高

橋
は
開
始
早
々
に
合
面
を
決
め
た
。
佐
藤

も
積
極
的
に
技
を
出
す
が
、
高
橋
の
出
小

手
が
決
ま
り
、
高
橋
の
二
本
勝
。
こ
こ
で

４
勝
し
た
警
視
庁
の
優
勝
が
決
定
。
副
将

戦
以
降
は
全
日
本
選
手
権
出
場
者
同
士
の

対
戦
と
な
っ
た
。
警
視
庁
・
正
代
と
兵
庫
・

西
村
の
対
戦
は
、
西
村
の
跳
込
面
が
決
ま

り
一
本
勝
。
大
将
戦
、
警
視
庁
・
内
村
と

兵
庫
・
網
代
の
対
戦
は
、
網
代
が
跳
込
面

を
決
め
一
本
勝
を
収
め
た
。

◉
警
視
庁
・
恩
田
浩
司
監
督

「
選
手
が
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今

日
優
勝
し
た
か
ら
特
別
な
こ
と
を
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
１
年
間
を
通
し
た
計
画
が

あ
り
ま
す
の
で
、
明
日
か
ら
次
に
向
か
っ

て
稽
古
を
す
る
だ
け
で
す
」

◉
警
視
庁
・
林
雄
貴
選
手（
全
勝
者
表
彰
）

「
自
分
の
剣
道
を
貫
き
通
し
、
力
を
出
し

切
る
こ
と
に
集
中
で
き
た
の
で
、
結
果
が

出
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
相
手
に
攻
め
込

ま
れ
、
手
元
が
浮
い
て
し
ま
う
と
、
崩
れ

て
し
ま
い
、
良
い
技
が
出
せ
な
い
と
思
っ

【
大
会
結
果
】

▽
第
１
部
＝
①
警
視
庁
②
兵
庫
③
長
崎

▽
第
２
部
＝
①
福
岡
②
熊
本
③
山
口

▽
第
３
部
＝
①
宮
崎
②
沖
縄
③
山
形

◇
全
勝
者
表
彰
＝
林
雄
貴
（
警
視
庁
）

て
い
ま
し
た
。
攻
め
込
ま
れ
て
も
手
元
を

上
げ
な
い
よ
う
意
識
し
て
試
合
に
臨
み
ま

し
た
」

第１部優勝＝警視庁

全国警察
剣道大会
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〈広告〉

好
評
発
売
中

A5判・並製・346頁・1600円＋税
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道・
スポーツの真髄

辻　秀一 著
スポーツドクター

（ 四六判・上製・248 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220 頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326 頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
皇學館大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278 頁 ）
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船
越
義
珍
杯
第
13
回
世
界
空
手
道
選
手

権
大
会
（
主
催
＝
日
本
空
手
協
会
）
は
、

10
月
17
日
・
18
日
の
２
日
間
、
46
カ
国
297

人
が
参
加
し
、日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
。

　

結
果
は
前
回
に
続
き
、
組
手
と
形
の
全

８
種
目
で
日
本
が
優
勝
し
た
。

《
組
手
》

　

団
体
（
点
取
り
方
式
）・
個
人
と
も
に

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
争
わ
れ
、
試
合
時
間

は
２
分
間
一
本
勝
負
（
男
子
個
人
戦
決
勝

の
み
５
分
間
三
本
勝
負
）、
時
間
内
に
決

し
な
い
場
合
は
判
定
が
行
わ
れ
た
。

◇
男
子
団
体
（
５
人
制
・
24
チ
ー
ム
）

　

日
本
は
初
戦
と
な
る
２
回
戦
で
相
手
チ

ー
ム
棄
権
に
よ
る
不
戦
勝
、
３
回
戦
で
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、準
決
勝
で
チ
リ
と
対
戦
し
、

共
に
４
―
０
で
勝
利
し
た
。
一
方
の
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
、
準
決
勝
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を

日
本
が
全
８
種
目
を
制
し
、
完
全
勝
利

船
越
義
珍
杯

第
13
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

The 13th Funakoshi Gichin Cup World Karate-Do Championship 2014

男子団体次鋒戦、浅野真治対アルノー＝浅野（右）がカウンターの中段突きを決める
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降
し
た
ベ
ル
ギ
ー
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

決
勝
、
日
本
対
ベ
ル
ギ
ー
は
先
鋒
戦
で

飯
村
吏り

毅き

哉や

が
ナ
フ
ス
に
上
段
突
き
を
重

ね
て
勝
利
。
次
鋒
戦
も
浅
野
真
治
が
ア
ル

ノ
ー
に
中
段
突
き
を
２
回
決
め
、
日
本
の

リ
ー
ド
を
広
げ
た
。
中
堅
戦
、
忠
ち
ゅ
う

鉢ば
ち

考
治

は
中
段
突
き
で
先
制
す
る
も
、
ド
ミ
ニ
ク

に
上
段
突
き
を
決
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、

忠
鉢
が
中
段
突
き
に
跳
び
込
む
と
、
こ
れ

が
深
く
刺
さ
っ
て
２
つ
め
の
技
有
り
。
日

本
の
優
勝
が
確
定
し
た
。
副
将
戦
は
ク
リ

ス
ト
フ
が
一
本
と
な
る
右
上
段
回
し
蹴
り

で
岡
田
泰
典
を
降
す
。
勝
負
が
つ
い
て
い

る
と
は
い
え
、
大
技
が
決
ま
っ
て
会
場
は

盛
り
上
が
る
。
大
将
戦
は
志
水
亮
介
が
上

段
突
き
２
つ
で
勝
利
。
４
―
１
で
日
本
が

頂
点
に
立
っ
た
。

　

３
位
決
定
戦
は
、
チ
リ
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
を
２
―
１
で
降
し
た
。

◇
女
子
団
体
（
３
人
制
・
18
チ
ー
ム
）

　

日
本
は
初
戦
で
カ
ナ
ダ
、
２
回
戦
で
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
と
対
戦
し
、
一
人
も
負
け
る

こ
と
な
く
勝
利
。
準
決
勝
も
ド
イ
ツ
を
３

―
０
で
降
し
た
。

　

決
勝
は
、
準
決
勝
で
ノ
ル
ウ
ェ
イ
を
２

―
１
で
降
し
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
対
戦
し

た
。
先
鋒
戦
は
廣
瀬
ま
り
が
遠
間
か
ら
上

段
突
き
、
中
段
突
き
を
決
め
て
オ
ハ
ロ
ラ

ン
を
退
け
た
。
次
鋒
戦
は
、
田
口
聡さ
と

珠み

が

前
拳
で
セ
ル
ス
ノ
バ
を
牽
制
。
居
着
い
た

と
こ
ろ
を
狙
っ
て
中
段
突
き
を
２
つ
決

め
、
勝
利
し
た
。
こ
の
時
点
で
日
本
の
優

勝
が
決
定
。
大
将
戦
は
椎
名
舞
が
ロ
ー
シ

ン
を
降
し
、日
本
の
勝
利
に
華
を
添
え
た
。

　

３
位
決
定
戦
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
ド
イ

ツ
を
２
―
０
で
降
し
た
。

日
本
チ
ー
ム

男
子
団
体
先
鋒
戦
、
飯
村
対
ナ
フ
ス
＝
飯
村
（
右
）
の
上
段
突
き
が
決
ま
る

女子組手団体先鋒戦、廣瀬まり対オハロラン＝廣瀬（左）が遠間から
跳び込んで中段突きを決める
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◇
男
子
個
人
組
手
（
131
人
）

　

ベ
ス
ト
４
に
は
、
前
回
優
勝
の
飯
村
吏

毅
哉
（
総
本
部
）、
準
優
勝
の
忠
鉢
考
治

（
総
本
部
）、３
位
の
根
本
敬
介（
総
本
部
）、

そ
し
て
、
準
々
決
勝
で
猪
越
悠
介
に
中
段

蹴
り
を
決
め
て
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
ス
ー

パ
（
タ
イ
）
が
名
を
連
ね
た
。

　

準
決
勝
、
忠
鉢
対
根
本
は
、
忠
鉢
が
根

本
の
右
中
段
蹴
り
を
左
手
で
捌さ
ば

き
、
す
ぐ

さ
ま
上
段
突
き
の
ワ
ン
ツ
ー
を
決
め
て
技

有
り
。
そ
の
ま
ま
時
間
と
な
っ
て
判
定
で

忠
鉢
が
勝
利
し
た
。
飯
村
対
ス
ー
パ
は
飯

村
が
、
近
間
で
の
上
段
の
突
き
合
い
を
２

度
制
し
、
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
は
前
回
と
同
じ
顔
合
わ
せ
。
右
構

え
の
飯
村
は
遠
間
か
ら
左
中
段
蹴
り
を
決

め
て
技
有
り
。
忠
鉢
も
負
け
じ
と
逆
突
き

の
連
続
技
で
取
り
返
し
、
ポ
イ
ン
ト
が
並

ぶ
。
そ
の
後
、
先
を
狙
う
飯
村
が
再
び
中

段
蹴
り
で
攻
め
る
。
し
か
し
、
今
度
は
忠

鉢
が
待
っ
て
ま
し
た
と
突
き
で
迎
え
撃

ち
、
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。
さ
ら
に
、
忠
鉢

は
技
有
り
と
な
る
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
段
突

き
を
２
つ
奪
い
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
忠
鉢
考
治
選
手
（
駒
澤
大
）

「
外
国
人
選
手
は
力
も
早
さ
も
す
ご
い
の

で
、
技
術
で
勝
負
し
ま
し
た
。
飯
村
選
手

は
中
段
蹴
り
が
早
い
の
で
、
そ
れ
に
合
わ

せ
る
形
で
技
を
決
め
ま
し
た
」

　

試
合
中
、
ど
の
選
手
よ
り
も
子
供
た
ち

か
ら
の
声
援
を
受
け
て
い
た
。

「
み
ん
な
の
声
は
し
っ
か
り
と
聞
こ
え
ま

し
た
。
と
て
も
力
に
な
り
ま
し
た
。
子
供

た
ち
に
は
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

し
っ
か
り
や
れ
ば
強
く
な
れ
る
こ
と
を
伝

え
た
か
っ
た
で
す
」

◎
３
位
＝
ス
ー
パ
・
ナ
ー
ン
フ
ー
エ
ン
テ
選
手（
タ
イ
）

「
猪
越
選
手
に
は

う
ま
く
蹴
り
を
決

め
る
こ
と
が
出
来

て
よ
か
っ
た
で

男
子
個
人
組
手
決
勝
、
忠
鉢
対
飯
村
＝

　

上
、
飯
村
（
右
）
が
中
段
蹴
り
を
決
め
て
先
制

　

左
、
忠
鉢
（
右
）
が
蹴
り
を
捌
い
て
逆
突
き
を
決
め
る
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て
で
し
た
。
相
手
の
攻
撃
を
誘
っ
て
技
を

決
め
る
の
が
得
意
で
す
。
今
日
は
、
そ
の

自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
貫
こ
う
と
心
が
け
て

い
ま
し
た
。
椎
名
選
手
と
は
よ
く
練
習
し

て
い
ま
す
。
あ
れ
こ
れ
考
え
て
固
く
な
ら

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
た
」

◎
３
位
＝
シ
フ
コ
バ
・
ペ
ト
ラ
選
手（
チ
ェ
コ
）

「
銅
メ
ダ
ル
を
取

れ
た
な
ん
て
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
本
人
選
手
が
活

躍
す
る
中
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
メ
ダ
ル
を
持

ち
帰
る
こ
と
が
出
来
て
光
栄
で
す
」

《
形
》

　

団
体
戦
は
予
選
得
点
上
位
８
チ
ー
ム
が

得
点
方
式
に
よ
る
順
位
決
定
戦
を
、
個
人

戦
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
勝
ち
上
が
っ
た

16
名
が
得
点
方
式
に
よ
る
半
数
勝
ち
残
り

の
準
決
勝
戦
を
、
そ
の
後
、
勝
ち
残
っ
た

８
名
で
最
終
順
位
決
定
戦
を
行
っ
た
。

◇
男
子
団
体
形
（
21
チ
ー
ム
）

　

日
本
は
、
栗
原
一
晃
、
上
田
大
介
、
福

原
秀
樹
で
臨
み
、
予
選
は
観か
ん

空く
う

大だ
い

で
１
位

通
過
し
た
。

　

順
位
決
定
戦
に
残
っ
た
の
は
、カ
ナ
ダ
、

ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
日
本
、
ロ
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
南
ア
フ
リ
カ
、
モ
ナ
コ
の
８

す
。
ス
ピ
ー
ド
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ

た
、
い
い
技
が
出
せ
る
と
気
持
ち
い
い
で

す
ね
。
結
果
に
は
満
足
し
て
い
ま
す
」

◇
女
子
個
人
組
手
（
67
人
）

　

準
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
伊
東
佑

季
（
駒
澤
大
）、
椎
名
舞
（
総
本
部
）、
田

口
聡
珠（
駒
澤
大
）、シ
フ
コ
バ（
チ
ェ
コ
）。

　

椎
名
対
伊
東
は
、
椎
名
が
右
上
段
逆
突

で
先
制
。
追
い
つ
き
た
い
伊
東
は
、
自
ら

間
合
い
を
詰
め
て
機
を
う
か
が
う
。
場
外

際
ま
で
さ
が
る
椎
名
が
攻
撃
に
転
じ
る

と
、右
上
段
逆
突
き
が
決
ま
り
勝
利
し
た
。

　

田
口
対
シ
フ
コ
バ
は
、
右
構
え
の
田
口

が
シ
フ
コ
バ
の
上
段
突
き
を
左
中
段
突
き

に
返
し
て
技
有
り
。
そ
の
後
、
シ
フ
コ
バ

が
上
段
突
き
の
フ
ェ
イ
ン
ト
で
前
に
出
た

と
こ
ろ
、
田
口
は
低
く
跳
ん
で
中
段
突
き

を
奪
い
、
決
勝
の
舞
台
へ
。

　

決
勝
、
田
口
対
椎
名
は
、
序
盤
か
ら
両

者
と
も
様
子
見
の
展
開
が
続
き
、
技
が
出

な
い
。
残
り
30
秒
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
、

椎
名
が
逆
突
き
の
連
続
技
で
攻
め
る
。
田

口
は
こ
れ
を
冷
静
に
上
段
逆
突
き
で
迎
え

撃
っ
て
技
有
り
と
な
る
。
時
間
と
な
り
、

判
定
で
田
口
が
勝
利
し
た
。

◎
優
勝
＝
田
口
聡
珠
選
手
（
駒
澤
大
）

「
試
合
で
外
国
人
と
勝
負
す
る
の
は
初
め

女
子
個
人
組
手
準
決
勝
、
椎
名
（
右
）
対

伊
東
＝
椎
名
が
上
段
突
き
を
決
め
る

女子個人組手決勝、田口（右）対椎名＝田口のカウンターが終始
冴えた

女子個人組手準決勝、田口（右）対シフコバ＝田口が中
段突きを２つ決めて決勝の舞台へ
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ニュース

カ
国
（
演
武
順
）。
日
本
は
一
糸
乱
れ
ぬ

壮そ
う

鎮ち
ん

で
42
・
５
を
記
録
。
２
位
は
カ
ナ
ダ

が
雲う
ん

手す

で
41
・
６
、
３
位
は
五ご

十じ
ゅ

四う
し

歩ほ
し

小ょ
う

で
41
・
５
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
な
っ
た
。

◇
女
子
団
体
形
（
18
チ
ー
ム
）

　

氷
川
菜
緒
と
早
川
梨
緒
の
駒
澤
大
コ
ン

ビ
と
早
稲
田
大
・
上
杉
ユ
ミ
の
大
学
生
チ

ー
ム
で
出
場
し
た
日
本
は
、
予
選
で
燕え
ん

飛ぴ

を
演
武
し
、
42
・
５
の
ト
ッ
プ
成
績
で
勝

ち
上
が
っ
た
。

　

最
終
順
位
決
定
戦
に
残
っ
た
８
強
は
、

日
本
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
チ
ェ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
（
演
武
順
）。
技

の
早
さ
で
群
を
抜
く
日
本
が
、
五
十
四
歩

小
で
42
・
８
を
出
し
て
優
勝
。
２
位
は
五

十
四
歩
小
で
41
・
４
の
ロ
シ
ア
、
３
位
は

二に
じ

十ゅ
う

四し

歩ほ

で
41
・
２
の
ド
イ
ツ
と
な
っ
た
。

◇
男
子
個
人
形
（
123
人
）

　

準
決
勝
は
前
回
３
位
の
福
原
秀
樹
（
渋

川
空
友
館
）
が
観
空
大
で
42
・
５
を
記
録

し
、
１
位
通
過
。
次
い
で
２
連
覇
中
の
栗

原
一
晃
（
総
本
部
）
が
抜ば
っ

塞さ
い

大だ
い

で
42
・
４
、

上
田
大
介
（
総
本
部
）
が
慈じ

恩お
ん

で
41
・
９
、

栗
原
秀
元
（
駒
澤
大
）
が
燕
飛
で
41
・
２

を
記
録
し
て
決
勝
の
舞
台
へ
。

　

決
勝
、
最
初
の
演
武
は
栗
原
（
一
）。

重
厚
な
壮
鎮
を
打
つ
も
途
中
ぐ
ら
つ
き
、

42
・
０
の
結
果
。
次
に
登
場
し
た
上
田
は

同
じ
く
壮
鎮
で
42
・
２
を
出
す
。
５
番
目

に
演
武
の
栗
原
（
秀
）
は
切
れ
の
あ
る
五

十
四
歩
小
で
42
・
５
を
記
録
。
７
番
目
、

予
選
ト
ッ
プ
の
福
原
は
期
待
が
か
か
る

も
、
雲
手
を
演
武
し
41
・
９
止
ま
り
。
結

果
は
栗
原
（
秀
）
が
初
優
勝
、
次
い
で
上

田
、
栗
原
（
一
）、
福
原
の
順
と
な
っ
た
。

男
子
団
体
形
優
勝
＝
日
本
（
壮
鎮
）

右
か
ら
上
田
、
栗
原
、
福
原

女
子
団
体
形
優
勝
＝
日
本
（
五
十
四
歩
小
）

右
か
ら
氷
川
、
上
杉
、
早
川

優勝＝栗原秀元（五十四歩小）３位＝栗原一晃（壮鎮）

準優勝＝上田大介（壮鎮）
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【
大
会
結
果
】

□
組
手
団
体
▽
男
子
＝
①
日
本
②
ベ
ル

ギ
ー
③
チ
リ
▽
女
子
＝
①
日
本
②
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
③
ノ
ル
ウ
ェ
ー

□
組
手
個
人
▽
男
子
＝
①
忠
鉢
考
治

（
総
本
部
）②
飯
村
吏
毅
哉（
総
本
部
）

③
根
本
敬
介
（
総
本
部
）、
ス
ー
パ
・

ナ
ー
ン
フ
ー
エ
ン
テ
（
タ
イ
）
▽
女

子
＝
①
田
口
聡
珠
（
駒
澤
大
）
②
椎

名
舞
（
総
本
部
）
③
伊
東
佑
季
（
総

本
部
）、
シ
フ
コ
バ
・
ペ
ト
ラ
（
チ

ェ
コ
）

□
形
団
体
▽
男
子
＝
①
日
本
②
カ
ナ
ダ

③
ハ
ン
ガ
リ
ー
▽
女
子
＝
①
日
本
②

ロ
シ
ア
③
ド
イ
ツ

□
形
個
人
▽
男
子
＝
①
栗
原
秀
元
（
駒

澤
大
）
②
上
田
大
介
（
総
本
部
）
③

栗
原
一
晃
（
総
本
部
）
▽
女
子
＝
①

中
町
美
希
（
邦
空
館
長
津
田
道
場
）

②
高
木
綾
乃
（
空
優
会
）
③
氷
川
菜

緒
（
駒
澤
大
）

◎
優
勝
＝
栗
原
秀
元
選
手
（
駒
澤
大
）

「
兄
に
優
勝
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
、
複

雑
な
気
分
で
す
。
決
勝
で
は
先
に
演
武
し

た
兄
の
点
が
伸
び
ず
、
思
わ
ず
泣
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
周
り
の
人
た
ち
に
切
り
替

え
ろ
と
い
わ
れ
て
、
無
我
夢
中
で
頑
張
り

ま
し
た
。
優
勝
し
ま
し
た
が
、
驕
ら
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
」

◎
３
位
＝
栗
原
一
晃
選
手
（
総
本
部
）

　

14
歳
下
の
弟
、
秀
元
に
敗
れ
、
３
連
覇

に
は
届
か
な
か
っ
た
。

「
調
整
不
足
で
し
た
。
結
果
は
残
念
で
し

た
が
弟
が
優
勝
し
た
の
で
、
悔
し
さ
も
忘

れ
ま
し
た
。
自
分
が
優
勝
す
る
よ
り
嬉
し

い
で
す
」

◇
女
子
個
人
形
（
78
人
）

　

予
選
は
前
回
準
優
勝
の
中
町
美
希
（
邦

空
館
長
津
田
道
場
）
と
上
杉
ユ
ミ
（
早
稲

田
大
）
が
観
空
大
を
演
武
し
、
共
に
42
・

３
で
首
位
。
そ
れ
に
次
ぐ
得
点
は
、
高
木

綾
乃
（
空
優
会
）
が
観
空
大
で
42
・
２
、

氷
川
菜
緒
（
駒
澤
大
）
が
燕
飛
で
41
・
８
。

　

決
勝
、
中
町
が
五
十
四
歩
小
、
高
木
が

五ご

十じ
ゅ

四う
し

歩ほ

大だ
い

で
共
に
42
・
２
。
こ
の
成
績

を
超
え
る
者
が
な
く
、同
点
決
勝
と
な
る
。

両
者
と
も
再
び
同
じ
形
で
臨
み
、
結
果
は

正
確
な
技
で
ま
と
め
た
中
町
が
42
・
４
、

高
木
が
42
・
１
で
、
中
町
が
勝
利
し
た
。

３
位
は
五
十
四
歩
小
で
41
・
８
の
氷
川
、

４
位
は
雲
手
で
41
・
７
の
上
杉
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
中
町
美
希
選
手

　
　
　
　
　
　
　
（
邦
空
館
長
津
田
道
場
）

　

２
歳
の
娘
を
育
て
な
が
ら
稽
古
を
続

け
、初
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た
。

「
稽
古
は
週
２
回
で
す
。
あ
ま
り
時
間
が

と
れ
ま
せ
ん
が
、
先
生
方
の
言
葉
を
一
言

も
聞
き
逃
さ
ぬ
よ
う
、
集
中
し
て
練
習
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
母
に
な
る
空
手
家

に
、
い
い
刺
激
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」

◇

◎
日
本
チ
ー
ム
監
督
＝
小
倉
靖
典
七
段

「
外
国
人
選
手
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
遠
征

で
外
国
人
選
手
と
の
試
合
数
を
増
や
す
な

ど
の
対
策
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
勝
ち
負
け
ば
か
り
で
な

く
、
礼
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
武
道
と
し

て
の
姿
勢
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
側
面
で
も
各
国
で
の
普
及
が
進

み
、
全
体
と
し
て
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
」

優勝＝中町美希（五十四歩小）３位＝氷川菜緒（五十四歩小）

準優勝＝高木綾乃（五十四歩大）
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〈広告〉

金
城

　
裕
︵
き
ん
じ
ょ
う

　
ひ
ろ
し
︶

著

空
手
評
論
家

︿
目
次
﹀

第
一
章

　
﹁
唐
手
﹂
と
は
、
の
問
い
に
答
え
る

第
二
章

　
中
国
拳
法
を
巡
っ
て

第
三
章

　
琉
球
と
中
国
の
関
係
史

第
四
章

　
松
村
宗
昆
、﹁
手
﹂
に
息
吹
き
を
与
え
る

第
五
章

　
首
里
手
か
ら
唐
手
へ

第
六
章

　
﹁
唐
手
﹂
か
ら
﹁
空
手
﹂
へ

終

　
章

　
空
手
の
進
む
べ
き
道

題
字

　
松
永
光
日
本
武
道
館
会
長

　
今
の
空
手
は
、
そ
の
源
流
で
あ
る
唐
手
の
精
神
と
伝
統

の
技
を
忘
れ
て
成
長
し
て
し
ま
っ
た
。
空
手
の
将
来
に
豊

か
な
展
望
を
持
つ
た
め
に
も
、
唐
手
誕
生
の
歴
史
を
正
し

く
認
識
す
る
必
要
が
あ
る―

―

。

　
空
手
修
業
歴
八
十
年
。
生
涯
を
空
手
に
捧
げ
て
き
た
著

者
が
史
料
を
繙
き
な
が
ら
、
唐
手
が
誕
生
し
、
空
手
と
な
っ

た
過
程
を
辿
る
。
武
道
研
究
者
必
携
の
一
書
。

日本武道館の単行本

︵
四
六
判
・
上
製
・
四
五
四
頁
︶

か
ら

て



47 月刊「武道」　2014．12

〈広告〉

脳
を
活
性
化
す
る

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

翻
訳
・
編
集
：
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト

日
本
武
道
館
編

日
本
の
武
道（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁 

）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

日
本
武
道
館
編

BU
D

Ō

：

TH
E M

A
R

TIA
L W

A
Y

S O
F JA

PA
N

（ 

Ｂ
５
判
・
上
製
・
３
３
６
頁
・Ｄ
Ｖ
Ｄ
付 

）

武
道
の
す
べ
て
を
網
羅
し
た
『
日
本
の
武
道
』
の
英

語
版
。
海
外
武
道
修
業
者
に
お
す
す
め
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁 

） 著

金
澤 

弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
並
製
・
２
３
６
頁 

） 著

田
代
し
ん
た
ろ
う

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
、
わ
か
り
や
す
く
描

く
。
大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な

る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。
空
手
道
は
５
話
を
掲
載
。

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田 

秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

月
刊
「
武
道
」
記
者

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
７
６
頁 

）

（ 

Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁 

）

著

田
谷 

将
俊

大
先
輩
に
聞
く

各
武
道
の
先
達
三
十
名
に
直
接
取
材
。
武
道
と
の
出

合
い
か
ら
修
行
時
代
、
そ
し
て
現
在
を
語
る
。
空
手

道
で
は
江
里
口
栄
一
、
辻
川
禎
親
、
金
城
裕
の
３
氏

を
収
録
。

脳
を
活
性
化
す
る

日
本
武
道
館
編

（
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入
・
５
２
６
頁
）

一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
武
道
の
全
容
を
一
冊

に
集
大
成
。
武
道
小
百
科
事
典
と
し
て
も
役
立
つ
充

実
の
巻
末
資
料
な
ど
、
武
道
関
係
者
必
携
の
書
。

國
際
松
濤
館
空
手
道
連
盟
館
長（

四
六
判
・
上
製
・
３
７
２
頁
） 著

金
澤
弘
和

我
が
空
手
人
生

父
母
の
教
え
、「
か
ら
て
」
と
の
出
合
い
、
厳
し
い
修

行
、
組
織
の
結
成
、
そ
し
て
独
自
の
空
手
理
論
構
築

ま
で
、
世
界
に
空
手
を
普
及
し
た
男
の
記
録
。

マ
ン
ガ
・

東
邦
大
学
名
誉
教
授

著

有
田
秀
穂

セ
ロ
ト
ニ
ン

武
道
と

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン―

―

。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
誰
も
が
で
き
る
脳
を
活

性
化
さ
せ
る
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

（
Ａ
５
判
・
並
製
・
３
４
６
頁
）

大
先
輩
に
聞
く
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第
92
回
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

は
、
11
月
８
日
・
９
日
の
両
日
、
東
京
両

国
の
国
技
館
で
開
か
れ
た
。
初
日
は
団
体

戦
Ｃ
ク
ラ
ス
と
個
人
戦
が
、
２
日
目
は
団

体
戦
Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
が
行
わ
れ
た
。

　

個
人
戦
で
は
決
勝
で
大
道
久ひ
さ

司し

（
東

洋
・
４
年
）
が
中
村
大だ
い

輝き

（
日
本
体
育
・

４
年
）
を
押
し
出
し
て
初
優
勝
を
遂
げ
、

学
生
横
綱
の
タ
イ
ト
ル
を
手
に
し
た
。
団

体
戦
Ａ
ク
ラ
ス
決
勝
で
は
、
日
本
体
育
が

拓
殖
を
降
し
、
３
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
。

　

201
選
手
が
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
予

選
を
行
い
、
各
上
位
８
名
（
計
32
名
）
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
ん
だ
。

◎
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

３
年
前
、
１
年
生
な
が
ら
３
位
の
成
績

を
残
し
た
大
道
久
司
（
東
洋
）
は
、
初
戦

で
永
田
将ま
さ

輝き

（
近
畿
）
を
押
し
出
し
、
２

回
戦
で
南
友ゆ
う

太た

（
日
本
体
育
）
を
掬す
く

い
投

げ
、
準
々
決
勝
で
は
前
回
３
位
の
木き

﨑ざ
き

信し
ん

志じ

（
日
本
）
を
押
し
出
し
で
降
し
た
。

　

前
々
回
優
勝
の
中
村
大だ
い

輝き

（
日
本
体

育
）
は
、
２
回
戦
で
世
界
大
会
優
勝
の
ト

ゥ
ル
ボ
ル
ド
（
日
本
）
を
破
っ
た
長
内
拓

個
人
戦

大
道
久
司（
東
洋
大
）が
学
生
横
綱 第92回全国学生相撲選手権大会

優勝＝大道久司参段
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磨
（
近
畿
）
と
対
戦
し
、
押
し
倒
し
で
勝

利
。
続
く
準
々
決
勝
も
武
政
進
之
介
（
明

治
）
を
押
し
出
し
で
破
っ
た
。

　

ベ
ス
ト
４
に
勝
ち
上
が
っ
た
の
は
、
大

道
、
佐
々
木
耕こ
う

大だ
い

（
日
本
）、
中
村
、
宮

下
治な
お

也や

（
拓
殖
）。

○
準
決
勝

　

大
道
久
司　

押
し
出
し　

佐
々
木
耕
大

　

立
ち
合
い
、
大
道
の
強
い
当
た
り
で

佐
々
木
は
体
を
起
こ
さ
れ
る
。
大
道
は
勢

い
そ
の
ま
ま
一
気
に
押
し
出
し
た
。

　

中
村
大
輝　

押
し
出
し　

宮
下
治
也

　

互
角
の
立
ち
合
い
か
ら
押
し
合
い
と
な

る
。
宮
下
が
叩は
た

き
込
み
を
狙
う
も
中
村
の

足
が
よ
く
つ
い
て
い
き
、
押
し
出
し
で
中

村
が
勝
利
し
た
。

○
決
勝

　

大
道
久
司　

押
し
出
し　

中
村
大
輝

　

中
村
は
低
い
立
ち
合
い
で
左
前ま
え

褌み
つ

を
狙

う
も
、
大
道
の
押
し
が
強
く
、
ま
わ
し
が

取
れ
な
い
。
大
道
は
も
ろ
差
し
で
圧
を
か

け
る
と
、
中
村
は
お
っ
つ
け
て
堪こ
ら

え
る
の

が
精
一
杯
。
最
後
は
中
村
の
引
き
落
と
し

に
お
か
ま
い
な
し
で
前
に
出
る
大
道
が
、

押
し
出
し
て
勝
利
し
た
。

▽
優
勝
＝
大
道
久
司
選
手
（
東
洋
）

「
大
会
前
に
中
村
選
手
と
決
勝
で
会
お
う

と
話
し
て
い
た
の
で
、
対
戦
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
自
分
は
出
る
相
撲
し
か
教

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
引
い
た
ら
負
け
る
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

　

学
生
横
綱
に
な
り
、
大
相
撲
に
入
る
場

合
は
、
幕
下
15
枚
目
格
付
出
と
な
る
。

「
来
月
の
天
皇
杯
で
優
勝
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
進
路
は
そ
れ
が
終
わ
る
ま

で
考
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

▽
準
優
勝
＝
中
村
大
輝
選
手（
日
本
体
育
）

「
立
合
い
は
五
分
で
し
た
が
、
相
手
の
圧

力
が
上
で
、
押
さ
れ
ま
し
た
。
明
日
は
人

生
最
後
の
団
体
戦
で
す
。
そ
れ
に
勝
つ
こ

と
が
一
番
の
価
値
で
す
。
頑
張
り
ま
す
」

大
道
久
司
選
手
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
回
戦
か
ら
の
取
組

準決勝、佐々木（日本）を押し出し

決勝、中村（右・日本体育）がおっつけて粘る

決勝、大道（手前）は中村の引き落としをものともせずに、一気
に押し出した

２回戦、南（日本体育）を掬い投げ準々決勝、木﨑（日本）を押し出し



502014．12　月刊「武道」

ニュース

　

Ａ
ク
ラ
ス
の
予
選
に
は
、
Ｂ
ク
ラ
ス
優

秀
４
校
を
含
め
た
16
校
が
出
場
。
３
試
合

ず
つ
の
予
選
の
結
果
（
勝
数
と
勝
者
数
）

で
上
位
８
校
を
決
め
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
進
ん
だ
。

◎
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

前
日
の
個
人
戦
で
優
勝
の
大
道
久
司
を

擁
し
、
２
連
覇
を
狙
う
東
洋
、
同
じ
く
前

日
に
個
人
準
優
勝
の
中
村
大
輝
率
い
る
日

本
体
育
、
最
多
優
勝
回
数
の
記
録
を
持
つ

日
本
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

　

準
決
勝
に
は
日
本
体
育
、日
本
、拓
殖
、

東
洋
が
揃
っ
た
。

○
準
決
勝

　

日
本
体
育　

４
―
１　

日
本

　

先
鋒
戦
に
登
場
の
日
本
体
育
主
将
、
中

村
大
輝
は
、
日
本
・
佐
々
木
耕
大
を
突
き

落
と
し
で
退
け
た
。
余
勢
を
駆
っ
て
次

鋒
、
中
堅
で
日
本
体
育
が
勝
利
。
前
３
つ

で
日
本
体
育
が
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

　

拓
殖　

３
―
２　

東
洋

　

先
鋒
戦
を
拓
殖
に
取
ら
れ
た
東
洋
は
、

次
鋒
戦
で
大
道
が
拓
殖
・
黒
川
宏
次
朗
か

ら
上
手
出
し
投
げ
を
決
め
て
星
を
戻
す
。

中
堅
戦
は
拓
殖
が
勝
利
し
、
再
び
リ
ー

ド
。
副
将
戦
は
、
拓
殖
・
後
藤
鷹よ
う

輔す
け

が
突

き
落
と
し
で
勝
利
し
、
拓
殖
が
26
年
ぶ
り

に
決
勝
の
舞
台
へ
と
進
ん
だ
。

○
決
勝

　
　

日
本
体
育　

３
―
２　

拓
殖

中
村
大
輝　

○
押
し
出
し　
　

久
保　

裕ゆ
う

濵
町
明
太
郎　

○
引
き
落
と
し　
　

黒
川
宏
次
朗

由ゆ

留る

部べ

圭
祐　
　

突
き
落
と
し
○　

宮
下
治
也

三
輪
隼
人　
　

押
し
倒
し
○　

後
藤
鷹
輔

西に
し

方か
た　

航
わ
た
る　

○
突
き
落
と
し　
　

小
向
健
太

　

先
鋒
戦
、
日
本
体
育
・
中
村
は
立
ち
合

い
変
化
し
た
拓
殖
・
久
保
を
逃
さ
ず
、
押

し
出
し
た
。
次
鋒
戦
は
押
し
合
い
有
利
に

進
め
た
日
本
体
育
・
濵
町
が
、
拓
殖
・
黒

川
の
足
が
後
ろ
に
滑
っ
た
の
を
見
る
や
否

や
、
引
き
落
と
し
て
勝
利
し
た
。

　

後
が
な
い
拓
殖
は
、
中
堅
の
宮
下
が
、

寄
る
日
本
体
育
・
由
留
部
に
対
し
、
体
を

開
い
て
勢
い
よ
く
突
き
落
と
し
を
決
め

た
。
副
将
戦
、
拓
殖
・
後
藤
は
立
ち
合
い

か
ら
突
き
に
徹
す
る
。
日
本
体
育
・
三
輪

は
ま
わ
し
を
取
ろ
う
と
す
る
も
後
藤
の
突

き
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
。
す
ぐ
さ
ま
後
藤

が
押
し
倒
し
て
勝
利
し
た
。

　

勝
負
の
か
か
る
大
将
戦
。
立
ち
合
い
、

両
者
激
し
く
ゴ
ツ
ン
と
頭
か
ら
ぶ
つ
か

る
。
そ
れ
も
つ
か
の
間
、
日
本
体
育
・
西

方
は
体
を
開
き
、
突
き
落
と
し
を
狙
う
。

拓
殖
・
小
向
は
、
な
ん
と
か
下
手
を
取
ろ

団
体
戦

日本体育対拓殖、白熱の団体決勝

先鋒戦、日本体育・主将の中村（右）が、
押し出しで手堅い一勝

中堅戦、個人戦３位入賞の拓殖・宮下（奥）
が、突き落としで勝利をもぎ取る

勝負のかかる大将戦、日本体育３年の西方（奥）は突き落としで勝利。試合後、
主将の中村選手から「次期主将として申し分ない逸材」との評価を受ける
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日

　
　本

東
京
農
業

日
本
体
育

近

　
　畿

九
州
情
報

東

　
　洋

明

　
　治

拓

　
　殖

朝

　
　日

関
西
学
院

慶
應
義
塾

埼

　
　玉

大
東
文
化

駒

　
　澤

龍

　
　谷

防

　
　衛

法

　
　政

国
士
舘

愛
知
学
院

國
學
院

専

　
　修

東
海
学
園

早
稲
田

東

　
　北

立

　
　教

東

　
　北

日
本
医
科

福
岡
工
業

防

　
　衛

東

　
　京

大

　
　阪

広

　
　島

埼

　
　玉

東
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医
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大
阪
歯
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松
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古
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京
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道
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東北

Cクラス

Aクラス
優秀 8校

Bクラス

優
勝

日
本
体
育

準優勝　埼玉
第３位　防衛
　　　　國學院

準
優
勝

　拓
殖

第
３
位

　日
本

　
　
　
　東
洋

優勝
朝日

準優勝　専修
第３位　駒澤
　　　　法政

立

　
　教

東

　
　北

日
本
医
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福
岡
工
業

防
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A クラス　予選結果

大学名
１
回
戦

２
回
戦

３
回
戦

勝　

数

得　

点

順　

位

東　　洋 ③ ２ ⑤ ２ 10 ６

近　　畿 ④ ⑤ ２ ２ 11 ４

日　　本 ⑤ ③ ③ ３ 11 １

東京農業 ④ ④ ２ ２ 10 ６

九州情報 ④ ④ ③ ３ 11 １

同 志 社 １ ③ ２ １ ６ 10

日本体育 ２ ⑤ ④ ２ 11 ４

中　　央 ２ ④ ２ １ ８ ９

拓　　殖 ⑤ ２ ③ ２ 10 ６

明　　治 ③ ③ ③ ３ ９ ３

金沢学院 ④ ０ １ １ ５ 11

立 命 館 １ １ ③ １ ５ 12

専　　修 １ ０ ２ ０ ３ 15

法　　政 ０ １ ０ ０ １ 16

朝　　日 ０ ２ ２ ０ ４ 14

駒　　澤 １ １ ③ １ ５ 13

う
と
手
を
伸
ば
す
も
間
に
合
わ
ず
、
前
の

め
り
に
な
っ
て
体
を
土
に
つ
け
た
。
そ
の

瞬
間
、
日
本
体
育
の
優
勝
が
決
定
。
興
奮

冷
め
や
ら
ぬ
中
、
選
手
、
関
係
者
は
抱
き

合
っ
て
喜
ん
だ
。

▽
優
勝
＝
日
本
体
育
大
将
・
西
方
航
選
手

「
決
勝
の
相
手
は
同
級
生
で
、
何
度
も
対

戦
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本
当
は
寄
り

切
る
形
が
よ
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
勝
て
て

よ
か
っ
た
で
す
」

▽
優
勝
＝
日
本
体
育
主
将
・
中
村
大
輝
選
手

「
ま
ず
は
先
鋒
で
確
定
の
一
勝
を
取
っ

て
、
流
れ
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
嬉
し
い
の
一
言
で
す
。
卒
業
し

た
ら
大
相
撲
に
行
き
ま
す
。
子
供
の
頃
か

ら
一
番
強
い
人
は
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
す
」

▽
優
勝
＝
日
本
体
育
・
齋
藤
一
雄
監
督

「
準
決
勝
で
日
本
に
勝
っ
て
、
勢
い
に
乗

り
ま
し
た
。
今
年
は
中
村
選
手
の
チ
ー
ム

で
し
た
。
彼
の
お
か
げ
で
す
。
大
将
の
西

方
選
手
は
来
年
の
主
将
で
す
。
こ
れ
で
中

村
選
手
か
ら
い
い
伝
統
が
受
け
継
が
れ
た

と
思
い
ま
す
」

▽
準
優
勝
＝
拓
殖
・
舛
田
守
監
督

　

36
年
ぶ
り
の
優
勝
に
あ
と
一
歩
届
か
な

か
っ
た
。

「
結
果
が
全
て
で
す
。
ま
だ
足
り
な
い
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
学
生
た
ち

は
、
こ
ち
ら
が
あ
れ
こ
れ
言
わ
な
く
て
も

自
ら
よ
く
練
習
し
ま
す
。
早
く
結
果
が
出

て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
３
年

生
中
心
で
よ
く
や
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

の
チ
ー
ム
は
こ
れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で

す
。
今
後
が
楽
し
み
で
す
」

優
勝
＝
日
本
体
育
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〈広告〉

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好

評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道

の
す
す
め
﹂
を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相

撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少

林
寺
拳
法
・
な
ぎ
な
た
・
銃

剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方

に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す

ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
描
い
て
い

ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道

教
養
マ
ン
ガ
。

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）
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ニュースニュース

　

鹿
島
神
宮
で
は
今
年
、
平
成
23
年
の
東

日
本
大
震
災
で
倒
壊
し
た
大
鳥
居
が
、
６

月
に
再
建
さ
れ
た
。
以
前
の
よ
う
な
御
影

石
製
で
は
な
く
木
製
だ
が
、
樹
齢
500
年
〜

600
年
の
木
を
使
い
、
か
つ
て
と
同
じ
大
き

さ
で
作
ら
れ
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
12
年

に
一
度
の
御
船
祭
が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
22
年
に
始
ま
っ
た
本
大
会
は
、
こ

の
よ
う
な
鹿
島
神
宮
の
記
念
す
べ
き
年

に
、
第
５
回
の
節
目
を
迎
え
た
。
参
加
希

望
流
派
は
年
々
増
え
、
過
去
最
多
の
34
流

派
が
参
加
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

演
武
場
は
、
鹿
島
神
宮
の
拝
殿
前
に
設

け
ら
れ
た
。
大
勢
の
観
客
が
集
ま
る
中
、

大
会
は
午
前
10
時
に
開
会
。
は
じ
め
に
開

会
式
が
行
わ
れ
、
松
永
光
日
本
武
道
館
会

長
が
主
催
者
と
し
て
「
古
武
道
は
、
現
代

武
道
の
源
流
を
な
す
も
の
で
す
。
古
武
道

が
連
綿
と
伝
承
さ
れ
、
隆
盛
し
て
き
た
の

は
、
国
民
の
皆
様
の
応
援
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。
本
日
も
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
武
道
、
古
武
道
へ
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
感
謝
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

次
に
、
市
村
修
鹿
嶋
市
副
市
長
が
「
古

武
道
の
大
会
が
武
の
神
で
あ
る
鹿
島
神
宮

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
大
変
意
義

鹿島新當流剣術

第５回 鹿島神宮奉納日本古武道交流演武大会

過去最多 34 流派が
武神の前で演武を披露

　第５回鹿島神宮奉納日本古武道
交流演武大会（主催＝日本武道館・
日本古武道協会）が、10 月 26 日、
茨城県鹿嶋市の鹿島神宮で開催さ
れ、日本各地に伝わる 34 の流派が
技を披露した。
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深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が
、
日
頃

か
ら
の
鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
伝
承
さ
れ
て
来
た
技
を
十
分
に
披
露

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
観
覧
さ
れ
る

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
伝
統
と
技
を

目
に
焼
き
付
け
、
心
で
そ
の
重
み
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
鹿
島
則
良
鹿
島
神
宮
宮
司
か
ら

「
皆
様
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
の
鹿
島
の
神
様
は
、
古
事
記
、
日

本
書
紀
の
中
で
、
武
の
神
様
と
書
か
れ
て

お
り
ま
す
。
大
神
様
も
皆
様
が
演
じ
る
の

を
楽
し
み
に
待
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
日
頃
鍛
え
た
技
を
存
分
に
発

揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
て
開
会
式
は
終
了
し
た
。

　

最
初
の
流
派
は
、
地
元
鹿
島
に
伝
わ
る

鹿
島
新
當
流
。
演
武
が
始
ま
る
と
、
静
か

な
境
内
に
太
刀
の
交
わ
る
音
が
響
い
た
。

休
み
な
く
演
武
は
続
き
、
日
本
各
地
に
伝

わ
る
流
派
が
順
番
に
８
分
ず
つ
技
を
披
露

し
て
い
っ
た
。

　

演
武
場
の
左
右
に
設
け
ら
れ
た
観
客
席

は
満
席
と
な
り
、
正
面
側
は
ぐ
る
り
と
囲

む
よ
う
に
立
見
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

観
客
は
、
カ
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
を
片
手
に
、

あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
解
説
を
参
照
し

な
が
ら
見
入
っ
て
い
た
。
ま
た
、
七
五
三

の
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
家
族
連
れ

の
参
拝
客
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
が
演
武

場
の
前
で
足
を
止
め
て
い
た
。

　

約
４
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
大
会

の
最
後
は
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
が
飾

り
、
山
田
重
夫
日
本
古
武
道
協
会
事
務
局

長
の
閉
会
宣
言
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

演
武
大
会
前
日
の
25
日
に
は
、
午
後
３

時
半
よ
り
術
技
研
修
交
流
会
が
、
鹿
島
神

宮
武
徳
殿
で
行
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
演

武
者
同
士
の
交
流
を
目
的
に
、
各
流
派
が

技
を
披
露
し
合
う
。
日
頃
な
か
な
か
接
す

る
こ
と
の
な
い
他
流
派
の
一
挙
手
一
投
足

に
、
参
加
者
た
ち
は
真
剣
な
視
線
を
送
っ

て
い
た
。

　

約
２
時
間
の
術
技
研
修
交
流
会
終
了

後
、場
所
を
移
し
て
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

懇
親
会
で
は
、
臼
井
日
出
男
日
本
武
道
館

理
事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
。
続

い
て
錦
織
孝
一
鹿
嶋
市
長
の
祝
辞
、
鹿
島

則
良
鹿
島
神
宮
宮
司
の
歓
迎
の
言
葉
と
続

い
た
。
鏡
割
の
後
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道

館
理
事
・
事
務
局
長
の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　

会
が
進
む
に
つ
れ
て
、
流
派
を
越
え
た

交
流
が
行
わ
れ
、
参
加
者
間
で
の
親
睦
は

年
々
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。ま
た
、

鹿
嶋
市
協
力
団
体
、
各
流
派
が
壇
上
に
上

が
っ
て
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
も
行
わ
れ
、
会

は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

臼井日出男
日本武道館理事長

錦織孝一
鹿嶋市長

松永　光
日本武道館会長

市村　修
鹿嶋市副市長

鹿島則良
鹿島神宮宮司 再建された鹿島神宮の大鳥居

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース

大東流合気柔術琢磨会

竹生島流棒術 タイ捨流剣法

関口流抜刀術

無雙直傳英信流
居合術

宝蔵院流高田派
槍術

琉球王家秘伝本部御殿手

沖縄剛柔流武術

示現流兵法剣術

卜傳流剣術
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心形刀流剣術

伯耆流居合術 北辰一刀流剣術

心月無想柳流柔術

柳生新陰流兵法剣術

荒木流拳法

為我流派勝新流柔術

神道夢想流杖術尾張貫流槍術

荒木流軍用小具足
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ニュース

立身流兵法

神道無念流剣術

大東流合気柔術

天然理心流剣術

無比無敵流杖術

田宮流居合術

和道流柔術拳法 天道流薙刀術

琉球古武術
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【
出
場
流
派
・
演
武
者
】

①
鹿
島
新
當
流
剣
術
（
内
田
嘉
昭
、
小
松
崎

政
史
、
岡
見
安
宏
、
原
正
俊
、
畳
屋
敏
治
）

②
沖
縄
剛
柔
流
武
術
（
寺
内
一
男
、
山
城
勝

也
、
戸
田
雄
紀
、
村
上
実
、
若
林
義
昌
、

小
金
浩
）

③
卜
傳
流
剣
術
（
小
山
秀
弘
、
小
山
隆
秀
）

④
関
口
流
抜
刀
術
（
米
原
亀
生
、
中
山
洋
一
、

林
憲
一
、
上
原
征
二
、
本
庄
弘
幸
、
青
木

正
孝
）

⑤
大
東
流
合
気
柔
術
琢
磨
会
（
川
辺
武
史
、

西
谷
修
、
芝
田
彰
祐
、
芝
田
知
香
、
澤
田

耕
一
）

⑥
タ
イ
捨
流
剣
法
（
上
原
エ
リ
子
、
山
本
隆

博
、
野
中
修
二
、
角
田
勝
則
、
田
中
成
彦
、

佐
藤
友
昭
）

⑦
竹
生
島
流
棒
術
（
松
浦
寛
澄
、
松
浦
利
英
、

橋
口
英
雄
、
村
上
和
紀
）

⑧
無
雙
直
傳
英
信
流
居
合
術
（
藤
井
勝
子
、

野
口
富
久
子
、
尾
形
明
夫
、
関
口
高
一
、

中
野
園
子
、
エ
ベ
レ
ッ
ト
・
リ
ー
）

⑨
琉
球
王
家
秘
伝
本
部
御
殿
手
（
中
宮
誠
、

鈴
木
佳
衛
、片
山
修
、加
藤
慎
一
、勝
沼
悠
、

鳥
海
真
）

⑩
示
現
流
兵
法
剣
術
（
東
郷
重
賢
、
有
村
博

康
、
藤
村
亨
、
下
津
浩
一
、
末
吉
雄
三
朗
、

ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
）

⑪
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
（
粕
井
隆
、
西
本

昌
永
、
松
井
典
夫
、
加
藤
亮
嗣
）

⑫
心
形
刀
流
剣
術
（
小
林
強
）

⑬
荒
木
流
軍
用
小
具
足
（
豊
田
良
樹
、
千
葉

明
、
片
桐
克
彦
）

⑭
神
道
夢
想
流
杖
術
（
荒
井
洋
、
小
野
景
久
）

⑮
心
月
無
想
柳
流
柔
術
（
桑
波
田
秀
祐
、
八

島
和
雄
）

⑯
柳
生
新
陰
流
兵
法
剣
術
（
柳
生
耕
一
厳
信
、

竹
内
孝
幸
、
星
川
宜
禎
、
中
山
雄
介
、
渕

上
俊
顕
、
葭
谷
努
）

⑰
伯
耆
流
居
合
術
（
大
窪
敏
明
、
吉
岡
勝
子
、

川
上
作
男
、
藤
田
春
行
、
奥
村
宗
一
郎
）

⑱
荒
木
流
拳
法
（
菊
池
邦
光
、
鈴
木
荒
一
、

永
田
仁
志
、
鈴
木
崇
史
、
菊
池
京
一
、
西

川
二
郎
）

⑲
北
辰
一
刀
流
剣
術
（
兼
子
勝
喜
、
田
中
榮

治
）

⑳
尾
張
貫
流
槍
術
（
横
地
浩
紀
、
森
治
紀
、

神
原
会
弥
、
三
木
信
輔
、
新
小
田
次
徳
、

山
内
一
統
）

21
為
我
流
派
勝
新
流
柔
術
（
根
本
憲
一
唯
之
、

大
和
久
正
章
、
村
木
浩
冶
、
久
野
周
也
）

22
神
道
無
念
流
剣
術
（
小
川
武
、
萩
崎
昭
、

土
屋
正
則
、
玉
根
純
也
）

23
琉
球
古
武
術
（
誉
田
潔
、
髙
橋
淳
也
）

24
田
宮
流
居
合
術
（
妻
木
達
夫
、
小
野
信
義
、

山
田
千
代
和
、
山
口
隆
一
）

25
天
然
理
心
流
剣
術
（
加
藤
恭
司
、
サ
ン
ド

ロ
・
フ
ル
ツ
ィ
、
小
林
恵
子
、
常
田
貞
行
）

26
天
道
流
薙
刀
術
（
木
村
恭
子
、
木
村
有
里
）

27
大
東
流
合
気
柔
術
（
近
藤
昌
之
、
天
野
鎮

夫
、
石
井
勇
一
、
岩
瀬
裕
孝
）

28
立
身
流
兵
法
（
加
藤
紘
、
加
藤
敦
、
山
田

市
郎
、甲
賀
喜
助
、渡
辺
紳
一
、近
藤
恭
弘
）

29
無
比
無
敵
流
杖
術
（
根
本
憲
一
唯
之
、
安

二
郎
、沢
幡
伸
男
、落
合
脩
冶
、渡
辺
文
男
）

30
和
道
流
柔
術
拳
法
（
大
塚
博
紀
、
押
田
良

光
、
井
上
義
孝
、
金
澤
紀
代
子
）

31
鞍
馬
流
剣
術
（
柴
田
章
雄
、
東
山
誠
、
松

尾
和
夫
、
吉
田
穣
覚
、
松
井
康
一
、
山
本

茂
夫
）

32
柳
生
心
眼
流
體
術
（
梶
塚
靖
司
、
寺
久
保

敦
也
、小
林
茂
雄
、吉
岡
一
紀
、藤
澤
勝
也
）

33
長
谷
川
流
和
術
（
桑
原
巡
、
倉
田
勝
己
、

逸
見
彰
一
）

34
天
真
正
伝
香
取
神
道
流
剣
術
（
京
増
重
利
、

荒
野
祥
司
、
成
毛
弘
、
櫻
井
俊
也
）

鞍馬流剣術

天真正伝香取神道流剣術 長谷川流和術 柳生心眼流體術
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好評発売中

（ 

四
六
判
・
上
製
・
２
９
６
頁 

）
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

直
接
取
材
に
よ
る
２
０
０
０
枚
の
写
真
と
豊
富
な
資
料
で
古
流
の
全
貌
を
紹
介
！

横
瀬

　知
行

古
流
武
術
研
究
家

著

日本の古武道には長い歴史と伝統があり、流祖に始ま
る一子相伝の脈々たる生命の大河を貫く知恵と経験が
一つの見事な体系となって現代に伝えられている。

（ Ｂ５判・上製・箱入・462 頁 ）




